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波
大学
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院
生

十
八
世
紀
末
ウ
ィー
ン
の
出
版
文
化

は
じ
め
に

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
を対
象
と
し
た
書
物
の研
究
は
し
ば
し
ば遅
れ
て 

い
る
と
言
及
さ
れ
て
き
た。
し
か
し、
一
九
九
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ォー
ス 

ト
リ
ア
書
物研
究
協会
 Gesellschaftfürw

uchforschung in Ö
sterreidi

は
そ
の遅
れ
を
取
り戻
す
た
め
に、
精
力
的
に研
究
を
進
め、
そ
の
成
果
を 

ま
と
め
つ
つ
あ
る。
ま
た
ニo
〇
七
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
三 

日
間
に
わ
た
っ
て
ォー
ス
ト
リ
ア
十
八
世
紀研
究会
と
の
共
催
で
「十
八
世 

紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーシ
ョ
ン
と情
報
——

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
の
例
」

Kom
m

unikation 

Inform
ation im

 

18. Jahrhund, 

Das Beispiel 

der Habsburgerm
onarchie

と
題
し
た研

究
集会

が
開
催
さ
れ
、
ヨー
 

ロ
ツ
バ
各
地
か
ら
集
ま
っ
た総
勢
ニ
九
名
の研
究
者
た
ち
に
よ
る
多
彩
な研

究
成
果
が発
表
さ
れ
た。
こ
の
大会
で
は、
初
日
は
開会
式
の
み
だ
が、
ニ 

日
目
に
「書
籍
生
産
と
文
化
の伝
播
」
「書
籍
販売
と
文学
の
受
容
」
「出
版 

社
の
書
籍
販売
——

組
織
と
ネ
ッ
ト
ワー
ク
」
「秘
密
性
」
に関
す
る発
表 

が
行
わ
れ、
三
日
目
に
は
「知
識伝
播
の
美学
」
「啓
蒙
の
日
の
出
？学
校 

問
題
と教
育
」
「民
衆
の
啓
蒙
？」
「知
識伝
播
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
定
期 

刊
行
物
」
に関
し
て発
表
が
な
さ
れ
た。
こ
れ
ら
の
題g
に
現
在
の
書
物研
 

究
の
問
題関
心
が
示
さ
れ
て
い
る。

筆
者
は
か
つ
て
啓
蒙専
制
君
主
と
し
て
知
ら
れ
る
ヨー
ゼ
フ
二
世
の
治
世 

下
に
お
け
る
知
識
人
の
政
治
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
にm

丨

ゼ
フ
•リ

ヒ
ター

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『な
ぜ
皇
帝
ヨー
ゼ
フ
は
民
に
愛
さ
れ
な
い
の

-
1)

か』
を
分
析
し
た
。
リ
ヒ
タ
ー
は、
啓
蒙
主
義
に
自
ら
の
活
路
を
見
い
だ 

し
た
新
興
知
識
人
で
あ
り、
そ
こ
で
は
出
版
活
動
を
通
し
て
展
開
さ
れ
た 

ウ
ィー
ン
啓
蒙
知
識
人
の
政
治
行
動
の
特徴
を
明
ら
か
に
し
た。
ま
た
パ
ン
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フ
レ
ッ
ト間
の
論争
を
政
策
論
議、
リ
ヒ
タ
ー

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

政
治献
 

策
と
し
て
捉
え、
ョー
ゼ
フ
二
世
の
治
世
下
に
は
っ
き
り
と
公
論
の発
展
を 

見
た。
し
か
し、
リ
ヒ
ター
の
み
を
以
て
ョー
ゼ
フ
治
世
下
の
知
識
人
を
語 

る
こ
と
はで
き
ず、
ま
た
作
家
の
み
が
知
識
人
で
あ
る
とも
い
え
な
い。
そ 

れ
故、対
象
を
知
識
人
の
政
治
行
動
か
ら
公
論
の
生
成
過
程
に
ま
で広
げ
る 

必
要
が
あ
る
。

オー
ス
ト
リ
ア国
立
文
書
館
に
所蔵
さ
れ
て
い
る
行
政
史
料
の
中
に
一
七 

八〇

年
代
か
ら
九
o
年
代
に
か
け
て
の
警
察
文
書
を
ま
と
め
た
ペ
ル
ゲ
ン
文 

書
と
い
ぅ
史
料
が
あ
る
。
一
九
二
七
年
七
月
に
起
き
た
司
法
省
の
火
事
に

ょ
っ
て
一
部焼
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が、
ョー
ゼ
フ
ニ
世
治
世
下
の
警
察

(2
)

行
政
を
知
る
に
は
最
良
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
中
に
一
七
八
九
年 

七
月
に
禁
書
販売
の
嫌
疑
で
家
宅捜
索
を
受
け、
逮
捕
さ
れ
た卸
売
兼
書
籍 

商
ゲ
オ
ル
ク
•
フ
ィ
リ
ッ
プ
.
ヴー
ヒ
エ
ラ
一Groß- und Buchhändler 

Georg Philipp W
ucherer

に関
す
る
一
連
の捜
査
記録
が
あ
る。
本
稿
で 

は
' 
こ
の
史
料
を
基
に
し
て
ョー
ゼ
フ
ニ
世
治
世
下
に
お
け
る
出
版
活
動
に 

つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い。

ま
ず
ョー
ゼ
フ
ニ
世
が
行
っ
た
出
版
政
策
に
つ
い
て概
観
し、
次
に
書
籍 

商
を
含
め
た
出
版
業
者
が
い
っ
た
い
ど
の
ょ
ぅ
な
人々

で
あ
っ
た
の
か、
統 

計
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら明
ら
か
に
し、
そ
の
上
で
ヴー

ヒ
エ
ラ
！の
出
版 

活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
い。
一
つ
の
例
で
は
あ
る
が、
一
人
の
出
版
業
者 

の
活
動
を
具体
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り、
十
八
世
紀
ウ
イー
ン
の
出
版 

文
化
の
特徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う。
テ
ク
ス
ト
の
解釈

は、
そ
れ
を
取
り巻
く
文
化
的
環
境
の
中
に
置
か
れ
て
こ
そ
可
能
と
な
る。 

テ
ク
ス
ト
解釈
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
こ
と
と
す
る。

一
ョー
ゼ
フ
ニ
世
の検
閲
政
策

ョー
ゼ
フ
ニ
世
に
ょ
る検
閲
政
策
に
は
三
つ
の転
換
点
が
あ
る
が、
最
初 

の
メ
ル
ク
マー
ル
は
有
名
な
一
七
八
一
年
六
月
十
一
日
に発
布
さ
れ
た検
閲
 

規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
七
八
一
年
二
月
に
出
さ
れ
た
「将来
の
正
規
出
版 

検
閲
を
制
定
す
る
た
め
の
基
本
原
則
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ、
一〇
箇条
 

に
わ
た
っ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
に
お
け
る検
閲
政
策
の
方
針
を
規
定
し 

て
い
る。
ま
ず、
前
文
で検
閲
に
お
け
る
ウ
イー
ン
へ
の
集権
化
を
は
っ
き

(3
) 

•

り
と
謳
っ
て
い
る
。
ウ
イー
ン
に
設
置
さ
れ
た
「出
版検
閲
中
央
委
員会
」 

Bücherzensurshauptkom
m

ission

が検
閲

の
最
高
機関

と
し
て
招
集
さ 

れ、
地
方
で
は
「出
版検
閲
局
」w

ücherrevisionsam
t

が
唯
一
の検
閲
機

関
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
第
七条

で
の
「教

養
、学
術、
宗教
 

に
本
質
的
な
影
響
を
持
つ
ょ
う
な
い
く
つ
か
の
重
要
性
の
あ
る
著
作
は
全
て 

書
籍検
閲
の
た
め
に
ウ
イー
ン
へ
認
可
を
求
め
て
送
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

いj

と
い
う
規
定
は
こ
う
し
た検
閲
の
集権
化
を
如実
に
示
し
て
い
る。
そ 

し
て
有
名
な
第
三条
で
は
批
判
の
自
由
化
す
な
わ
ち
高
位
身
分
層
に対
す
る 

批
判
文
書
を
許
容
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
第
八条
で
は
外国
か
ら 

世
襲
領内
に
入
っ
て
き
た
書
籍
の
海
賊
出
版
に関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る。 

こ
の
箇
所
は
ョー
ゼ
フ
ニ
世
の検
閲
緩
和
政
策
の
も
う
ひ
と
つ
の
側
面、
つ
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ま
り経
済
的
な
意図
を
明
ら
か
に
し
て
い
る。
つ
ま
り
外国
書
籍
の
海
賊
出

(5
)

版
が
基
本
的
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
外国
書
籍
の国
内
生
産
を
認
め 

る
こ
と
は外国
か
ら
の
輸
入
を
抑
え、国
内
産
業
を
振
興
し
よ
ぅ
と
する 

ョ
ー

ゼ
フ
ニ世
の経
済
政
策
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た。
つ
ま
り
、

ョー
 

ゼ
フ
二
世
の検
閱
政
策
の
眼
目
は
、検
閲
行
政
の
中
央
集権
化、
批
判
の
容 

認、
出
版
業
の
振
興
の
三
点
に
あ
る
と
い
え
る。

出
版検
閲
中
央
委
員会
が
書
物
に対
す
る
唯
一
の
審
判
機関
と
な
っ
た
こ 

と
に
よ
っ
て、
出
版
の
可
否
は
委
員会
の検
閲
官
の
判断
に
左
右
さ
れ
る
こ 

と
に
な
る。
つ
ま
り、検
閲
官
に
ど
の
よ
ぅ
な
人
物
が
就
任
す
る
の
か
が
重 

要
な
問
題
と
な
っ
た。
こ
の
委
員会
は
一
七
八
ニ
年
に
宮
廷教
育
委
員会
と 

合併
さ
れ、
ゴ
ッ
ト
フ
リー
ト.
ヴ
ア
ン
.
ス
ヴ
ィー
テ
ン
が
委
員
長
と
し 

て
就
任
す
る。
彼
は
外
交
官
と
し
て
各
地
を
遍歴
し
た
後、

|

七
七
七
年
に

宮
廷図
書
館
長
に
就
任
し、
一
七
八
一
年
以来
、
宮
廷教
育
委
員会
の
長
を

(6
)

務
め
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
指
導
の
下、検
閲
委
員会
は
啓
蒙
主
義 

者
の
牙
城
と
な
っ
た。

ヴ
ァ
ン
.
ス
ヴ
ィー
テ
ン
の
努
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
事
前検
閲
の
撤 

廃
、
こ
れ
が
ョ
ー

ゼフ
ニ
世
の検
閲
政
策
に
お
け
る
第
二
の
メ
ル
ク
マ
ー

ル 

で
あ
る。
「検閲
の
た
め
に
草
稿
を
提
出
す
る
か、
す
で
に
印
刷
さ
れ
た
初 

版
を
提
出
す
る
か
は、検
閲
の効
果
に
と
つ
て
ど
ち
ら
で
も
い
い
こ
と
で
あ 

る。
し
ば
し
ば悪
筆
よ
り
も
活
字
を読
む
ほ
う
が楽
な
の
で、検
閲
は
さ
ら 

に効
率
化
す
る
だ
ろ
う。
著
者、
そ
し
て
組
版
の
苦労
が
危険
に
さ
ら
さ
れ 

る
印
刷
業
者
も
そ
れ
で
損
は
し
な
い。
な
ぜ
な
ら、
確実
に
禁
止
に
値
し
な

い
と
判断

さ
れ
る
よ
う
な
著
作
で
、
許
可adm

ittitur

あ
る
い
は
認
可

(7)

im
prim

atur

を
も
ら
え
ば
す
ぐ
に
公
衆
の
間
に
出
版
で
き、
そ
の
素
早
さ
で 

か
な
り
の
時
間
の
節
約
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し、
そ
の
著
作
が
認 

め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
け
れ
ば、
す
で
に
存
在
す
る
組
版
が
警
察
に
よ
っ
て 

再
び
解体
さ
れ
る
よ
う
に、検
閲
は
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
一七 

八
六
年
四
月
二
十
六
日
の
決
議
は
以
上
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
出 

版
業
者
に対
し
て検
閲
前
の
印
刷
を
許
可
し
た
の
だ。
こ
れ
は
本来
印
刷
に 

処
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
書
物
を
秘
密
裏
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に 

し
た。

し
か
し、
こ
う
し
た比
較
的
自
由
な検
閲
政
策
は
政
府内
の
保
守
勢
力
に

(9
)

よ
っ
て
常
に
批
判
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
皇
帝
自
身
か
ら
し
て
一
七
八
四
年 

に
す
で
に
「出
版
の
自
由
」
に対
し
て懐
疑
の
目
を
向
け
て
い
る
。
つ
ま 

り、
出
版
の
自
由
は
危
う
い
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
' 
そ
の
均 

衡
は
い
つ
崩
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う。
事実
、
一 

七
八
九
年
に
は
印
紙税
導
入
の
議
論
が
盛
ん
に
な
さ
れ、m

丨
ゼ
フ
ニ
世
は 

印
紙税
導
入
を
決
定
す
る
規
定
に
七
月
十
六
日
に
サ
ィ
ン
し
て
い
る
。
こ 

の
印
紙税
導
入
が
第
三
の
メ
ル
ク
マー
ル
で
あ
る。
印
紙税
導
入
は
ョー
ゼ 

フ
ニ
世
の検
閲
政
策
が
再
び
言
論
統
制
へ
と
舵
を
取
っ
た
こ
と
を
如実
に
物 

語
っ
て
い
る
。
そ
の
後、
十
一
月
二
十
四
日
に
は
事
前検
閲
が
再
導
入
さ 

れ、
「拡
大
さ
れ
た
出
版
の
自
由
」
は
急
速
に
色
あ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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二
十
八
世
紀
末
の
出
版
業
者

次
に
十
八
世
紀
末
の
出
版
業
者
が
ど
の
よ
う
な
人々

で
あ
っ
た
の
か、
統 

計
資
料
や
同
時
代
人
の証
言
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い。
具体
的
な 

考
察
に
入
る
前
に
ま
ず
出
版
業
者
に関
す
る
法
的
規
定
に
つ
い
て
述
べ
て
お 

き
た
い
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
で
は
一
七
六
七
年
九
月
十
八
日
に
書
籍 

に
携
わ
る
業
者
は
大学
に
登録
申
請
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た。
そ
し 

て
一
七
七
ニ
年
三
月
二
十
八
日
に
書
籍
商
に関
す
る
規
定
が発
布
さ
れ、
書 

籍
印
刷
業

Buchdm
ck

と
書
籍
販売
業

Buchhandel、

書
籍
製
本
業 

Buchbinderei

を区
別
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た。
ま
た
こ
の
規
定
に
よ
つ 

て、
書
籍
商
は
「禁
書
を
除
い
て
製
本済
み
書
籍
も
未
製
本
書
籍
も、
古
書 

も
新
刊
書
も、
個
別
の
版画
も
地図
も」
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
書
物
を
販売
で 

き
る
だ
け
で
な
く、
「自
ら
書
物
を
出
版
し
た
り
、
他
の
も
の
か
ら
買
い 

取
つ
た
り
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た。
古
書
店Antiquariat

は 

認
可
さ
れ
た
製
本済

み
の
古
書
を
販売

で
き
る
が
、
書
籍
小売

業
者 

Bücherkräm
er

に
新
刊
本
を
販売
し
た
り
出
版
し
た
り
す
る
こ
と
が
禁
じ 

ら
れ
た。
こ
う
し
た状
況
は
一
七
八
六
年
に
新
し
い
規
定
が発
布
さ
れ
る
ま 

で続
い
た
の
で
あ
る。
一
七
八
六
年
の
規
定
に
よ
っ
て、
「ど
の
書
籍
印
刷 

業
者
に
も区
別
な
く
書
籍
販売
業
の権
限
が、
ま
た
ど
の
書
籍
販売
業
者
に 

も
印
刷
所
の
設
置
の権

限
」
が与

え
ら
れ
た
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て 

ウ
イー
ン
の
出
版
業
界
は
簡
素
化
さ
れ、
新
た
な
業
者
の参
入
障
壁
は
縮
小 

さ
れ
た。

次
に
出
版
業
に関
し
て
ド
イ
ツ
語圏
に
お
け
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
の 

占
め
る
割
合
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
ド
イ
ツ
語圏
に
お
け
る
出
版
業
の
中
心 

地
は、
定
期
的
に
書
籍
市
が
開
か
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ラ
イ
プ 

ツ
ィ
ヒ
で
あ
つ
た。
三
〇
年戦
争
以
後
衰
退
し
て
い
つ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト 

の
市
に対
し
て、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
定
期
市
は
順
調
に発
展
し
て
い
た。
ハ 

ン
ブ
ル
ク
で
出
版
さ
れ
て
い
た
『書
籍
商
新
聞
』
に掲
載
さ
れ
た
ラ
イ
プ 

ツ
ィ
ヒ
定
期
市
に参
加
し
た
都
市
別
書
籍
商数
に
ょ
る
と、
一
七
七
八
年
に 

は
一
〇
一
都
市
ニ
ニ
八
業
者
だ
っ
た
も
の
が
一
七
八
五
年
に
は
一
二
八
都
市 

三
ニ
六
業
者
に
ま
で増
え
て
い
る。
こ
れ
は
十
八
世
紀
後
半
に
ド
イ
ツ
語圏
 

の
書
籍
商
の数
が
急
激
に増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク 

君
主国
の
都
市
に
目
を
向
け
て
み
る
と、

一

七
七
八
年
に
定
期
市
に参
加
し 

た
業
者
は
三
都
市
一
ニ
業
者
だ
っ
た
が、
ー
七
八
五
年
に
は
八
都
市
三
三
業 

者
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語圏
全体
に
占
め
る
割
合
を
考
え
る
と、
一
七
七 

八
年
は
全体

の
五
•ニ
六
％
だ
っ
た
の
が、

一

七
八
五
年
に
は一

〇
ニ
ニ 

%
と
全体
の
一
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る。
も
つ
と
わ
か
り
や
す
く 

全体

の増

加数

(率
)
と
比
べ
て
み
る
と、
全体
で
は
九
八
業
者
(四
三
％ 

増
)
な
の
に対
し、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
で
は
ニ一

業
者
(一
七
五
96 

増
)
で
あ
る。
以
上
の
こ
と
か
ら、
確
か
に
ド
イ
ツ
語
圈
全体
で
書
籍
商
は 

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が、
特
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
で
は
成
長
の
度
合
い 

が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
同
じ
デー
夕
を
用
い
て、
ハ
フ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
内
の
定
期
市参
加 

業
者
を
見
て
い
き
た
い。参
加
業
者
を
都
市
別
に
ま
と
め
ると
次
の
表
1
の
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都 市 名 1778年 1783 年 1785 年
ブルノ Brünn 1
グラー ツGraz 1 1
クラ一ゲンフルトKlagenfurt 1
リンツLinz 1
ペストPest 1
プラハPrag 1 1 7
プレスブルクPreßburg 1 2 5
ウイー ンWien 10 13 16

表

よ
ぅ
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
二
つ
の
こ
と
が読
み 

取
れ
る
。
第
一
に、
ゥ
ィー
ン
が
紛 

れ
も
な
く
中
心
で
あ
る
こ
と、
第
二 

に、
一
七
八
三
年
か
ら
一
七
八
五
年 

へ
の変
化
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る。 

一
七
八
五
年
に
新
規参
入
し
た
都
市 

が
四
つ増
え
て
い
る
の
に
加
え
て、 

プ
ラ
ハ
と
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
で参
加
業 

者
の
著
し
い増
加
が
見
ら
れ
る
の
で 

あ
る
。
こ
ぅ
し
た変
化
の
背
景
に
一 

七
八
一
年
に
行
わ
れ
た検
閲
の
緩
和 

が与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
考 

え
ら
れ
る
が、
疑
問
点
も残
る
。
そ 

れ
は
な
ぜ
一
七
八
三
年
で
は
な
く、 

一
七
八
五
年
の変
化
が
大
き
い
の
か 

で
あ
る。
こ
れ
は慎
重
に検
討
す
ベ 

き
問
題
で
あ
る
が、
本
稿
で
は
論
じ 

な
い。

次
に当
時
ウ
イー
ン
で
出
版
さ
れ 

て
い
た
住
所録
か
ら
ウ
イー
ン
の
出 

版
業
界
に
つ
い
て、
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。
一
七
七
九
年
に
記
載
さ
れ
た
書
籍
商
は一

一

名、
一
七
八
〇
年 

に
ニー
名、
ー
七
八
ニ
年
も変
わ
ら
ずー
ニ
名、
し
か
しー
七
八
九
年
に
は 

一
八
名
ま
で増
加
し
て
い
る。
住
所録
の変
化
か
ら
も
八
〇
年
代
後
半
に
書 

籍
商
の数
が
急増
し
た
こ
と
が
伺
え
る。
こ
れ
と
同様
の
こ
と
が
印
刷
業
者 

と
製
本
業
者
に
も
い
え
る
。
印
刷
業
者
は
一
七
七
九
年
か
ら
一
七
八
ニ
年
ま 

で
七
名
だ
っ
た
の
が、
一
七
八
九
年
に
一
九
名
に
な
っ
て
い
る。
ま
た
製
本 

業
者
は
一
七
七
九
年
ニ
六
名、
一
七
八
〇
年
二
八
名、
一
七
八
ニ
年
ニ
九
名 

と
推
移
し
て
き
た
の
が、
一
七
八
九
年
に
四
ニ
名
に
ま
で増
え
た。残
念
な 

が
ら
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
定
期
市参
加
業
者
が増
え
た
一
七
八
五
年
前
後
の
デー 

夕
が
な
い
が、
お
そ
ら
く
は
こ
の
時
期
に
出
版
業
者
が
急
速
に増
加
し
た
の 

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る。

イ
グ
ナ
—
ツ.
デ
.
ル
ヵ
の
編
纂
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
ウ
イー
ン
の
出 

§

版
業
界
に
つ
い
て教
え
て
く
れ
る
。
一
七
八
七
年
の
時
点
で
彼
は
書
籍
商 

と
し
て
ニ
〇
名挙
げ
て
い
る
。
こ
の
ぅ
ち
九
名
は
印
刷
業
と
の
兼
業
者
で
あ 

り
、
ま
た
一
人
は
あ
る
印
刷
業
者
と
全
く
同
じ
住
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
共
同 

経
営
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
つ
ま
り、
書
籍
商
を営
む
者
の
半数
が
印 

刷
所
を
所
有
し、
印
刷
業
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
デ
■
ル
ヵ 

は
一
九
名
の
印
刷
業
者、
一
二
印
刷
所
を挙
げ
て
い
る。
彼
は
そ
の
際
に
印 

刷
業
者
が
所
有
す
る
印
刷
機
の数
も挙
げ
て
い
る。
印
刷
機
の総
数
は
一
一 

六
台
で
あ
り、
平
均
で一

印
刷
所
に
つ
き
約
五
.
五
台
の
印
刷
機
が
あ
っ
た 

こ
と
に
な
る。
最
大
の
印
刷
業
者
は
ヨ
ハ
ン.
トー
マ
ス
.
エ
ド
ラー
•フ
ォ 

ン
.
ト
ラ
ッ
ト
ナー
で
あ
り、
彼
は
二
つ
の
印
刷
所
を
所
有
し、
そ
こ
に
は
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合
計
で
三
一
台
の
印
刷
機
が
あ
っ
た。
次
に続
く
の
は、
ヨー
ゼ
フ
.
エ
ド 

ラ
ー
.
フ
ォ
ン.
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
で
あ
り、
彼
も
二
つ
の
印
刷
所
を
持
ち、 

合
計一
五
台
の
印
刷
機
を
所
有
し
て
い
た。
こ
の両
名
は
宮
廷
印
刷
業
者
と 

し
て
特権
的
な
地
位
を与
え
ら
れ
て
い
た
者
で
あ
る。
ま
た、
貴
族
の称
号
 

を
持
つ
者
は
一
九
名
中
に
四
名
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が、
そ
の
四
名
が 

所
有
す
る
印
刷
機
の
合
計
は
六
一
台
と
な
り
、
こ
れ
は
全
印
刷
機
の
約
五I 

%
に
あ
た
る。
一
七
九
四
年
の
デー
タ
で
は
書
籍
商
は
三
ニ
名、
印
刷
業
者 

は
三
四
名挙
げ
ら
れ
て
お
り、
出
版
業
は
ヨー
ゼ
フ
ニ
世
の
統
治
終
了
後
も 

順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る。

次
に
ゴ
ィ
サ
ウ
が
編
集
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
こ
れ 

は検
閲
緩
和
か
ら
一
七
八
ニ
年
八
月
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
小
冊
子
.
パ
ン
フ 

レ
ッ
ト
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
目録
で
あ
り、
タ
ィ
ト
ル
と
出
版
者、価
格 

に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
出
版
者
別
パ
ン 

フ
レ
ッ
ト
出
版数
を
算
出
す
る
と
次
の
表
2
の
ょ
ぅ
に
な
る。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は、
先
ほ
ど
名
前
を挙
げ
た
宮
廷
印
刷
業
者
の
ト 

ラ
ッ
ト
ナ
ー

と
ク
ル
ツ
ベ
ッ
ク
は

そ
れ
ぞ
れ
六
位、
四
位
と
印
刷
所
の
規
模 

の
割
に
は
出
版数
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る。
一
位
の
ハ
ル
ト
ル
は
こ
の
カ
タ 

ロ
グ
の
出
版
元
で
あ
り、
そ
の
影
響
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が、
そ
れ
を 

差
し
引
い
て
考
え
た
と
し
て
も
ニ
四o
点
は压
倒
的
で
あ
る。
セ
バ
ス
テ
イ 

ア
ン
•
ハ
ル
ト
ル
は
一
七
七
九
年
や一

七
八
ニ
年
の
住
所録
に
は
製
本
業
者 

と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら、
製
本
業
者
か
ら
書
籍
商
へ
と転
向
し 

た
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
彼
は
一
七
八
ニ
年
十
二
月
に
書
籍
商
と
し
て

正
式
に
認
可
を
受
け
て
い
る
。

つ
ま 

り、
こ
の
ヵ
タ
ロ
グ
が発
刊
さ
れ
た
時 

点
で
は、
ハ
ル
ト
ル
は
新
興
書
籍
商
で 

あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ヨ
ハ
ン
.
ぺ 

ツ
ル
は
「ハ
ル
ト
ル
は
一
般
的
な
書
き 

物
時
代
に
お
い
て
大変
人気
の
あ
る
パ 

ン
フ
レ
ッ
ト
の父
で
あ
つ
た
が
、

い
ま 

や
長
持
ち
す
る
作
品
も
出
版
し
て
い 

る
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、二
位 

の
ヨー

ゼ
フ
.
ゾ
ン
ラ
ィ
ト
ナ
ー

は
 

元々

法学
者
で
あ
り、
一
七
八
一
年
に 

テ
レ
シ
ア
.
シ
ュ
ル
ツ
力
ら権
利
を
買 

い
取
っ
て
開
業
し
た
新
興
出
版
業
者
で 

あ
る
。
出
版
業
の
知
識
が
ほ
と
ん
ど
な
 

く、
「彼
の
店舗
の
半
分
は
す
で
に
紙 

く
ず
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
ぅ
指 

摘
も
あ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
特
化
し

た
出
版
を
行
つ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に

§

推
測
で
き
る
。
ち
な
み
に
三
位
の 

ヨ
^—
ゼ
フ
■
フ
ェ
ルデ
ィ
ナ
ン
ト
.
エ 

ド
ラ ̂—

.

フ
ォ
ン
•
シ
エ
ー

ン
フ
ェ
ル

ト
は、
プ
ラ
ハ
の
大
手
出
版
業
者
で
あ

34
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る。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
は、
一
七
八o
年
代
前
半
に
パ 

ン
フ
レ
ッ
ト
を出
版
し
て
い
た
の
は
新
興
出
版
業
者
で
あ
る
こ
と
だ
。

で
は、
ど
う
し
て新
興
出
版
業
者
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト出
版
に
向
か
う
の
だ 

ろ
う
か。
一
つ
に
は
生
産
コ
ス
ト
の問
題
が
あ
る。
書
物
は様
々
な
工
程
を 

経
て読
者
の
下
に届
く。
こ
こ
で
は
『出
版
業
に
つ
い
て
の
率
直
な
試
論、

特
に
帝国
世
襲
領
に関
し
て
』
を参
考
に
し
て、
書
物
の
生
産
コ
ス
ト
につ

S 

§

い
て
考
察
し
て
み
る
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、j

ボ
ー

ゲ
ン
一 

〇
〇
〇
部
刷
る
た
め
の
コ
ス
ト
は
八
〜
九
グ
ル
デ
ン
で、
ニ
四
ボー
ゲ
ン
の 

著
作
を
作
る
に
は
約
ニ〇

〇
グ
ル
デ
ン
必
要
に
な
り、
こ
の
一
〇
〇
〇
部
を 

一
グ
ル
デ
ン
で売
っ
た
と
し
て
利
益
は
八
〇o
グ
ル
デ
ン
に
な
る。
こ
の
う 

ち
半
額、
少
な
く
と
も
四
分
の
一
は
原
稿
料
と
し
て
作
者
に払
わ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い。
そ
れ
で
も
出
版
者
は
四
〇
〇
か
ら
六〇

◦
の
利
益
を
上
げ
る
こ 

と
が
で
き
る。
し
か
し、
こ
の
計
算
は
い
く
つ
か
の
損
失
を
度
外
視
し
て
い 

る。
通
常一

o
〇
〇
部
の
う
ち、
四
分
の一

あ
る
い
は
五
分
の
一
が売
れ残
 

る
か、
少
な
く
と
も
す
べ
て
の
在
庫
を売
り
切
る
に
は 
一◦
年
以
上
か
か 

る。
ま
た、
出
版
者
は
在
庫
の
う
ち
五
〇
部
以
上
自
分
の
店舗
で売
る
の
は 

ま
れ
で
あ
り、残
り
は
他
の
書
籍
商
に
四
分
の
一
か
ら
三
分
のj
の
割
引
を 

し
て
販売
す
る
か、
あ
る
い
は
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
在
庫
と
同数
交
換
す
る 

か
で
あ
つ
た。
こ
う
し
た
ケー
ス
を
考
慮
す
る
と
少
な
く
と
も
三
〇
〇
グ
ル 

デ
ン
の
損
失
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
つ
ま
り、
こ
の
計
算
に従
え 

ば、
出
版
業
は
そ
れ
ほ
ど
利
益
の
上
が
ら
な
い
商売
だ
と
い
え
る
。
し
か 

し、
こ
の
考
察
は
あ
く
ま
で
も
書
物
に関
す
る
も
の
で
あ
り、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
い
ぅ
メ
デ
ィ
ア
に
そ
の
ま
ま当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。
パ
ン
フ
レ
ッ 

ト
は
通
常
八
折
判
で
六
四
頁
以
下
で
あ
る
こ
と
が
多
い。
一
ボー
ゲ
ン
か
ら
八 

折
判
は
一
六
頁
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら、
六
四
頁
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
四 

ボー
ゲ
ン
相当
で
あ
り、
こ
れ
を 
一o
〇o
部
刷
る
コ
ス
ト
は
三
ニ
〜
三
六
グ 

ル
デ
ン
で
あ
る。
更
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
部
を
一
〇
ク
ロ
イ
ツ
ァー
と
想
定 

す
る
と、
一
二
六
部
販売
で
き
る
と、
印
刷
コ
ス
ト
を
回収
で
き
る
計
算
で 

あ
る
。
一〇
0
〇
部売
り
切
っ
た
場
合、売
り
上
げ
は
約
一
六
七
グ
ル
デ
ン 

に
な
り、
利
益
は
約
一
三o
グ
ル
デ
ン
と
な
る。
む
ろ
ん、
こ
の
試
算
は
作 

家
の
稿
料
や
そ
の
他
の経
費
を
度
外
視
し
た
も
の
で
(更
に
は、
パ
ン
フ 

レ
ッ
ト
の
印®
に
使
用
さ
れ
る
用
紙
は
通
常
よ
り
も
低
品
質
の
も
の
が
多
い 

た
め、
印
刷
コ
ス
ト
も
よ
り
低
い
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
)
正
確
な
も
の 

で
は
な
い
が、
大
型
書
籍
に
比
べ
る
と
市
場
も
大
き
く、
初
期
投
資
額
も
低 

い
た
め、参
入
し
や
す
い
市
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

書
物
の発
行
部数
が
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
か、
こ
の
問
題
は
出
版
業
に
目 

を
向
け
る
上
で
は
や
は
り
重
要
な
問
い
で
あ
る
。
宗教
関
連
の
書
物
の
販売
 

部数
は、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る。
例
え 

ば、
ゥ
ィー
ン
で
行
わ
れ
て
い
た説
教
を
批
評
し
た
『週
刊
ゥ
ィー
ン
に 

お
け
る説
教
に
つ
い
て
の真
実

J

は
約
一
二
〇
〇
部
の発
行
部数
を
誇
っ
て 

い
た。
こ
の
週
刊
誌
は
少
な
く
と
も
ニ
ボー
ゲ
ン
(時
に
は
三
〜
四
ボー
ゲ 

ン
に
な
る
こ
と
も
あ
つ
た
)
か
ら
な
り、
ー
ボー
ゲ
ン
あ
た
り
四
ク
ロ
イ 

ツ
ァー
で
販売
さ
れ
た。
ま
た、
四
半
期
ご
と、
す
な
わ
ち
一
三号
を
一巻
 

に
ま
と
め
て
出
版
し
た
が、
次
第
に売
り
上
げ
は
減
少
し
' 
五巻
は
八
〇
〇
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部、
六巻
は
五〇

〇

部
程
度
だ
っ
た
と
い
う。
ま
た、
三
卷発
行
後
ま
も
な

く、
出
版
者
は
著
者
に
一
ボー
ゲ
ン
あ
た
り
六
グ
ル
デ
ン
の
稿
料
を
支払
っ

§ 

- 

。

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

ヴ

 ̂—

ヒ
ェ
ラ
！
が
出
版
し
た
フ
ロ
テ
ス
夕
ン
ト

の
た
め
の賛
美
歌
集
は
小
型
本
が
六
〇
〇
〇
部、
大
型
本
が
三
〇
〇
〇
部発

行
さ
れ
た
。
し
か
し、
宗教
書
以
外
で
も
大
量
に発
行
さ
れ
た
も
の
は
存

在
し
た
。

一
七
八
五
年
に
出
版
さ
れ
た
ヤ
ー

コ
ブ
.
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
著

『オー
ス
ト
リ
ア
軍
の
た
め
の
法
律
要
約
』
は
ニ
〇
〇
〇
部売
れ、
ま
た
ラ

イ
プ
ツ
イ
ヒ
定
期
市
に
五
〇
o
部
ほ
ど
持
ち込
ま
れ
た
。
ヴー
ヒ
ェ
ラー

が
出
版
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『セー
ケ
イ
近
衛
連
隊
中
佐
の
犯
罪
と
刑
罰
に

関
す
る
率
直
な
コ
メ
ン
ト
』
は
第
六
版
ま
で発
行
さ
れ、
海
賊
版
も
四
〇
〇

i

〇
部売

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
成
功
し
た
出
版
例
で
あ 

り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

関
し
て
は
普
通
ニ
〇
〇
部
程
度
の発
行
部数
だ
っ
た 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

三
ペ
ル
ゲ
ン
文
書
に
見
る
ゲ
オ
ル
グ•フ
イ
リ
ッ
プ
•ヴー
 

ヒ
ヱ
ラー

の
出
版
活
動

こ
こ
で
は
ま
ず
ゲ
オ
ル
グ
•
フ
イ
リ
ッ
プ.
ヴー
ヒ
ェ
ラ
^

~

が
ど
の
よ
う

な
人
物
で
あ
っ
た
の
か、
確
認
し、
そ
の
後
ペ
ル
ゲ
ン
文
書
か
ら
見
た
ヴー

i

ヒ
ェ
ラー
の
出
版
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る。

ヴー
ヒ
ェ
ラー
は
一
七
三
四
年
一
月
十
五
日
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の説
教
 

師
ヨ
ハ
ン.
ヤ
コ
ブ
■ヴー
ヒ
エ
ラー
の
下
で
七
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
帝

国
都
市
口
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
近
郊
の
オ
フ
ァー
デ
イ
ン
ゲ
ン
で
生
ま
れ
た。

一 

七
六
〇
年
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
人
の
女
性
と
結
婚
し、
五
人
の
子
供
を
も 

う
け
て
い
る
が、
一
七
八
九
年
時
点
で
生
き
て
い
る
の
は
一
九歳
の
娘
と
九 

歳
の
息
子
の
み
で
あ
る。
ゲ
オ
ル
グ
•
フ
イ
リ
ッ
プ
は、
父
の
支
援
も
あ
り 

ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
に
日
用雑
貨
店
を
開
き
成
功
を収
め
た。
彼
に転
機
が
訪 

れ
た
の
は
一
七
六
六
年
で
あ
る。
こ
の
年、
ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
の参
事会
員 

選
出
を
め
ぐ
り
市参
事会
と
市
民
と
の
間
で
大
き
な争
い
が
生
じ、
帝国
宮 

廷
法
院Reichshofrat

に
提
訴
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た。
ヴー
ヒ
エ
ラー
は 

も
う
一
人
の
市
民
と
と
も
に
市
民
側
の
「代
表
」Deputierter

と
し
て 

ゥ
イ
^―

ン
に
向
か
つ
て
い
る。
そ
こ
で
知
り
合
つ
た
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル.
ボ
^~ 

ツ
エ
ン
ハ
ル
ト
か
ら
彼
の経
営
す
る
バ
ル
ヘ
ン
ト
織
物
工
場
の
工
場
長
の
ポ 

ス
ト
を
年
給
八
〇
〇
グ
ル
デ
ン
で
提
示
さ
れ、
ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
店
を
親 

戚
に譲
り、
一
七
六
八
年
に
ク
ロ
ス
ター
ノ
イ
ブ
ル
ク
へ
と
移
住
し
た。
し 

か
し、
こ
の
工
場
は
三
年
で
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い、
彼
は
職
を
探
す
た
め
に
ハ 

ン
ガ
リー
や
ハ
レ、
ザ
ク
セ
ン
を
遍歴
し、
一
七
七
ニ
年
始
め
に
グ
ラー
ツ 

へ
と
た
ど
り
着
い
た。
グ
ラー
ツ
で
は鉄
鋼
工
場
で
職
工
長
と
し
て
一
二
〇 

〇
グ
ル
デ
ン
で
契
約
し、
最
終
的
に
は
一
五
〇
〇
グ
ル
デ
ン
の
給与
を
受
け 

取
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し、
一
七
七
九
年
に
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
る。
工
場 

商
品
の残
務処
理
の
中
で、
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
ゥ
イー
ン
の卸
売
商
人
ョー
 

ゼ
フ
.
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ラ
イ
ト
ナー
か
ら
彼
の
所
有
す
る
債権
者
の
管
理
下 

に
置
か
れ
て
い
た会
社
の
立
て
直
し
を
依頼
さ
れ
る。
彼
は
手
始
め
に
四
〇 

〇
〇
グ
ル
デ
ン
の
債
券
を処
理
し、実
質
上
の
共
同
出
資
者
に
な
っ
た。
事
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業
は
う
ま
く
い
き、
一
年
半
と
い
う
短
期
間
で
ほ
と
ん
ど
の
債権
者
に
支払
 

い
を済
ま
せ、会
社
の
債
務
は
支払
期
限
が
一
〇
年
後
の
も
の
を残
す
の
み 

に
な
つ
た。
し
か
し、
三
年
目
に
シ
ユ
ヴ
ァ
ル
ツ
ラ
イ
ト
ナー
が
ヴー
ヒ
エ 

ラー
に
相
談
す
る
こ
と
な
く、
事
業
を
息
子
に譲
り、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
店 

舗
を
自
分
の会
社
に
引
き
入
れ
る
と
宣
言
し
た
た
め、
彼
は
三
年
後
に
事
業 

か
ら
手
を
引
き、
ニ
年
間
分
割
で
三
六
0
0
〇
グ
ル
デ
ン
に
も
な
る
自
分
の 

資
本
を
回収
す
る
こ
と
を
決
定
し
た。
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
書
店
を
開
く
た
め 

に、卸
売
業
の権
利
を
申
請
し、
一
七
八
三
年
に
そ
の権
利
を
得
た。
市
場 

開
催
時
間内
と
い
う
制
限
付
き
で
は
あ
っ
た
が、卸
売
商
は
書
物
を
含
め
て 

あ
ら
ゆ
る
商
品
を
扱
う権
利
を
有
し
て
い
た
の
で、
外国
の
書
籍
商
が
出
版 

し
た
書
物
を
受
託
販売
す
る
こ
と
が
で
き
た。
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
は
最
初
プ
ロ 

テ
ス
タ
ン
ト
用
の
信
仰
書
を
出
版
す
る
一
方
で、
シ
ユ
ヴ
ァ
ル
ツ
ラ
イ
ト 

ナー
商会
に
い
た
頃
に
知
り
合
っ
た
ヵー
ル
ス
ルー
エ
の
書
籍
商
シ
ユ
ミー
 

ダー
か
ら
委
託
さ
れ
た
書
物
を
ウ
ィ
ー
ン
で
仲
介
者
と
し
て
販売
し
て
い 

た。
書
籍
商
委
員会

Buchhändlergrem
ium

や
ニー
ダー
エ
ス
夕
ラ
イ
ヒ 

政庁
の
反対
に
遭
い
な
が
ら
も、
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
市
場
開
催
時
間
以
外
に

個
人
販売
を
行
う
た
め
に
書
籍
商
の
資
格
を
求
め続
け、
何
度
か
の
棄
却
を

§

経
た
後
一
七
八
五
年
一
月
に
彼
の
申
請
は
許
可
さ
れ
た。

こ
れ
ま
で、
ゲ
オ
ル
グ
•
フ
イリ
ッ
プ
•ヴー
ヒ
エ
ラー
が
ウ
イー
ン
で 

書
籍
業
に従
事
す
る
ま
で
の経
緯
を
見
て
き
た。
彼
が
辣
腕経
営
者
で
あ
つ 

た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
い。
そ
の
彼
が
ど
う
し
て
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
つ 

た
の
か。

ゲ
オ
ル
グ
■
フ
ィ
リ
ッ
プ
•ヴー
ヒ
ェ
ラー
は
一
七
八
九
年
七
月
二
十
七 

日
に検
閲
の
許
可
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
『健
全
な
理
性
』
を
一
ド
ゥ
力ー
 

テ
ン
で
密
か
に
販売
し
て
い
る
と
こ
ろ
を発
見
さ
れ、
七
月
ニ
九
日
に
事
情 

聴
取
の
た
め
に
警
察
に
召
喚
さ
れ
た。
ウ
ィ
j
ン
警
視総
監
フ
ォ
ン
•
ベー

ア
は
ス
ハ
イ
を
使
つ
て
こ
の
本
を
ヴ
^~

ヒ
ヱ
ラ
^

―

自
身
の
手
か
ら
買
う
こ

i

と
に
成
功
し
た
と覚
書
に
記
し
て
い
る
。
ヴー

ヒ
ェ
ラー
は
本
を
販売
し 

た
こ
と
を
認
め
た
が
、
警
視総

監
は
ヴー

ヒ
ヱ
ラー
が
秘
密
結
社
ド
イ

チ
ェ
•ウ
ニ
オ
ン
に関
与
し
て
い
る
危険
人
物
で
あ
る
と
み
て
お
り、
徹
底

s)

的
に
調
査
す
る
こ
と
を
主
張
し、
法
に
適
っ
た
刑
罰
を与
え
る
た
め
に
刑 

事
裁
判
所
に
明
け
渡
す
べ
き
か
ど
う
か
判断
す
る
た
め
に、
警
察
と
二
人
の

市参
事会
顧
問
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
予
審
を
開
く
よ
う
に
皇
帝
に
提
案
し

§た
。
以
上
の
史
料
か
ら
推
測
す
る
に、
警
察
が
問
題
視
し
て
い
た
の
は、 

ヴ
^―

ヒ
ェ
ラ̂―

が
禁
書
販売
し
て
い
た
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
ド
イ
チ
ヱ
.
ウ 

ニ
オ
ン
の
メ
ン
バー
で
あ
つ
た
こ
とで
あ
る。

一
七
八
九
年
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
『テ
ク
ス
ト
以
上
の覚
書、
あ
る
い
は

人
類
の
最
善
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
新
た
な
秘
密
結
社
で
あ
る
ニ
ニ
人
の
ド

31
)

イ
チ
ェ
•ウ
ニ
オ
ン
』
が
出
版
さ
れ
た。
こ
れ
は
ド
イ
チ
ェ
.
ウ
ニ
オ
ン
に 

関
す
る
秘
密
文
書
を
暴
露
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ
た。
そ
こ
に
は
居
住
地
ご 

と
に
分
類
さ
れ
た
メ
ン
バー
リ
ス
ト
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィー
ン
の
メ

ン
バー
に
も
三
人
の
名
前
が挙
げ
ら
れ
て
い
る。
外
科
ア
ヵ
デ
ミー
校
長
の

(34
)

フ
ォ
ン.
プ
ラ
ム
ビ
ッ
ラV. Bram

bm
a、

作
家
の
リ
ヒ
ター
、
そ
し
て卸
売
 

商
兼
書
籍
商
の
ヴー
ヒ
ェ
ラー
で
あ
る。
ウ
ィー
ン
警
察
は
お
そ
ら
く
こ
の
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本
に
よ
り
ド
イ
チ
エ.
ゥ
ニ
オ
ン
の
恐
る
べ
き
目
的
と
そ
の
メ
ン
バー
に
つ 

い
て
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う。

と
こ
ろ
で、
ヴ
ー

ヒエ
ラー
の属
し
て
い
た
ド
イ
チ
エ.

ウ
ニ
オ
ン
と
は 

ど
う
い
う
組
織
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
『テ
キ
ス
ト
以
上
の覚
書
』並
び
に 

ゥ
ニ
オ
ン
の
構
成
員
の
一
人
で
あ
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ト.
ア
ロ
イ
ス
•ホ
フ
マ 

ン
が
一
七
九
六
年
に
出
版
し
た
『ド
イ
チ
エ.

ゥ
ニ
オ
ン
と、
ま
た
そ
の
イ

ル
ミ
ナ
^—

テ
イ、
フ
リ̂ —

 
メ

-—
ソ
ン、
ハ
ラ
十
字团
と
の関
係
に
つ
レ
て
の

i

文
書
に
基
づ
い
た説
明
』
を参
考
に
組
織
の
性
格
を検
証
し
て
み
た
い
。

『覚
書
』
お
よ
び
『説
明
』
に収
録
さ
れ
た
「ニ
ニ
人
の
計画
」
と
題
さ
れ

§

た
文
書
か
ら
こ
の
組
織
の
目
的
を読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る。
ド
イ
チ
エ. 

ゥ
ニ
オ
ン
は
一
七
八
七
年
に
力ー
ル.
フ
リ
I
ド
リ
ヒ
•
パー
ル
ト
に
よ
っ 

て
ハ
レ
で
結
成
さ
れ
た
秘
密
結
社
で
あ
る。
こ
の
組
織
は
「キ
リ
ス
ト教
の 

崇
高
な
る
確
立、
人
類
の
啓
蒙
と
迷
信
や
狂
信
の
排
除
を
神
の
著
作
を
愛
す 

る
人
す
ベ
て
の
結
束
に
よ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
」
を
目
指
し、
そ
の実
現
の 

た
め
に
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
重
要
視
す
る
と
こ
ろ
に
特徴
が
あ
っ
た。会
員
に 

は
ま
ず
優
れ
た
作
家
を
組
織
に
引
き
入
れ
る
こ
と
が
推奨
さ
れ、
次
に
通
信 

の
簡
便
化
お
よ
び
反対
派
に
よ
る
通
信
傍
受
の
阻
止
の
た
め
に、
郵
便
局
長 

や
局
員
を
確
保
し、
そ
し
て
君
主
や
大
臣
を
除
く
す
べ
て
の
諸
身
分
か
ら会
 

員
を
集
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
た。
ま
た、会
員
は
指
導
者
と
一
般会
員
に 

分
け
ら
れ、
組
織
の真
の
目
的、
お
よ
び
そ
の実
現
の
た
め
の
手
段
は
指
導 

者
に
の
み
明
か
さ
れ
た。
組
織
の拠
点
と
し
て
は、読
書
協会
を隠
れ
蓑
に 

す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る。
組
織
の
メ
ン
バ
！
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住

地
で
組
織
や
「啓
蒙
の伝
導
」
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ、
た
だ
の 

読
書
共
同体
の
一
員
と
し
て
協
力
活
動
を
行
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
た。
一般 

会
員
に
は
こ
う
し
た読
書
協会
が
ド
イ
チ
ヱ.
ゥ
ニ
オ
ン
の拠
点
で
あ
る
こ 

と
さ
え隠
し
て
い
た。
徹
底
し
た
秘
密
主
義
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ
る
。
あ
ら 

ゆ
る
場
所
に読
書
協会
を
設
立
す
る
た
め
に、
指
導
者
に
は
次
の
よ
う
な
使 

命
が与
え
ら
れ
て
い
た。
一
つ
は
ド
イ
チ
エ.
ゥ
ニ
オ
ン
の
機関
誌
と
し
て 

総
合
的
な教
養
新
聞allgem

eine Intelligenzblatt

を発
行
し、
そ
の
他
の 

新
聞
や雑
誌
を駆
逐
す
る
こ
と。
二
つ
め
は、
組
織
の
目
的
に
沿
っ
て読
書 

協会
の
た
め
に
選
定
さ
れ
た
書
物
の
リ
ス
ト
を処
理
す
る
た
め
に、
書
記
を 

一
人
選
ぶ
こ
と。
も
し
ゥ
ニ
オ
ン
に
共
鳴
す
る
書
籍
商
が
い
る
な
ら、
出
版 

業
界
に参
入
し
て
い
く
こ
と
が
推奨
さ
れ
た。
ド
イ
チ
ヱ
.
ゥ
ニ
オ
ン
は読
 

書
協会
や教
養
新
聞
を
利
用
し、
ま
た
作
家
や
出
版
業
者
を会
員
に
取
り込
 

む
こ
と
で、様
々
な
場
所
で
影
響
力
を
え
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た。

こ
の
よ
う
に、
ド
イ
チ
エ
■ゥ
ニ
オ
ン
は
出
版
業
界
と
深
く
結
び
つ
い
た 

秘
密
結
社
で
あ
り、
有
能
な
出
版
業
者
で
あ
っ
た
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
ハ
ブ
ス

ブ
ル
ク
君
主国

の
「司教
」
と
し
て
ド
イ
チ
エ
■ゥ
ニ
オ
ン
の
中
で
も
重
要

§

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
警
察
に
よ
っ
て
押収
さ
れ
た
バー

ル
ト
か
ら 

の
書
簡
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
弁
明
し
て
い
る
。
「こ
の
パー
ル
ト
博 

士
か
ら
の
書
簡
は単
に
ゥ
ニ
オ
ン
に関
係
す
る
も
の
で、
彼
は
組
織
の実
現 

に従
事
し
て
い
る
優
れ
た
人
物
の
一
人
だ
っ
た
の
で、
私
は当
地
の
司教
と 

し
て
彼
と
そ
れ
に
つ
い
て
何
度
も
手
紙
の
や
り
と
り
をし
ま
し
た。
私
は
彼 

に
こ
こ
や
別
の
場
所
で
ゥ
ニ
オ
ン
に
入会
し
た
も
の
を
知
ら
せ
て
い
た
の
で
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す
」。
ヴー
ヒ
エ
ラー
の
旺
盛
な
活
動
は
彼
が
積
極
的
に会
員
を
集
め
て
い 

た
こ
と
か
ら
も
伺
え
る。
ヴー
ヒ
エ
ラー
の
管
轄区
だ
け
で
も
メ
ン
バー
は

一
一
〇
名
に
も
な
り、
こ
れ
は
全体

(五
ニ
ニ
名)
の
約
ニー
％
を
占
め
て

§
ぃ
た。

ヴ
ー

ヒ
ヱラー
は
家
宅捜
索
を
受
け、
店舗
の
地
下
室
か
ら
は
ニ
七
点
の 

禁
書
が発
見
さ
れ
た。
そ
れ
に対
す
る
ヴ
ー

ヒエ
ラー
の
弁
明
か
ら
ゥ
ィー
 

ン
書
籍
商
の
出
版
活
動
が
ど
の
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か
に
な 

る。
警
察
の
取
り
調
べ
は
主
に
①
原
稿
の
入
手経
路
②
印
刷
部数
③
販売
 

先
お
よ
び譲
渡
先
の
三
点
に関
し
て
重
点
的
に
行
わ
れ
た。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク 

君
主国
に関
す
る
出
版研
究
に
お
い
て
出
版
部数
に関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
史 

料
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
現状
か
ら
す
る
と、
こ
の
ヴ
ー

ヒエ
ラー
の証
 

言
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る。

ま
ず
は
原
稿
の
入
手経
路
に
つ
い
て検
討
し
て
い
き
た
い。
原
稿
の
入
手 

経
路
は
ニ
七
点
中
一
八
点
が
執
筆
者
に
よ
る
何
ら
か
の
形
で
の
持
ち込
み
で 

あ
っ
た。
そ
の
ぅ
ち
郵
便
で
送
ら
れ
て
く
る
ケー
ス
が
ニ
点、国
外
か
ら
持 

ち込
ま
れ
た
ケー
ス
が
五
点
あ
っ
た。
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
は
知
ら
な
い
人
物
の 

持
ち込
み
原
稿
も
印
刷
し
て
い
る。
ニ
七
点
の
禁
書
の
中
に
は
入
っ
て
い
な 

い
が、
『セー
ケ
ィ
近
衛
連
隊
中
佐
の
犯
罪
と
刑
罰
に関
す
る
率
直
な
コ
メ 

ン
ト』
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
言
及
す
る
際
に、
ヴー
ヒ
エ
ラ
I

は
「こ 

の
著
書
の
作
者
を
私
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す。
私
に
は
し
ば
し
ば 

こ
の
種
の
原
稿
が
小
包
郵
便
や
別
の
方
法
で
無
記
名
で
送
ら
れ
て
き
ま
す。 

し
か
し、
そ
の
中
に
は
全
く
無価
値
な
も
の
や
こ
こ
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
思
わ
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
た
め
に、
私
が
利
用
す
る
こ
と
な
く返
送

§

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」と述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
う
し
た
状
況
は 

出
版
者
す
ら
著
者
の
素
性
を
知
ら
な
い
場
合
が
多々

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し 

て
い
る
と
と
も
に、学
生
や青
年
が
原
稿
を
書
き、
出
版
す
る
と
い
う
文
化 

が醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
反対
に、
ヴー
ヒ
ェ
ラー
が
作 

家
に
依頼
す
る
ヶー
ス
も当
然
あ
っ
た
。
例
え
ば
'
『修
道
士
の
謝
肉
奴y

 

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ケー
ス
で
は
' 
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
似
た
よ 

う
な
書
物
が
出
版
さ
れ
て
お
り、
ヴー

ヒ
ヱ
ラー
は
「似
た
よ
う
な
種
類
の

ド
イ
ツ
語
の
も
の
も
こ
こ
で
出
版
し
た
い
」
と
考
え
て、
ヨー

ゼ
フ
.
リ
ヒ

§

タ
ー

に執
筆
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
た
原
稿
は、
次
に
印
刷
に
回
さ
れ
る
わ
け
だ
が、 

ヴー
ヒ
ェ
ラー
は
印
刷
所
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で、
ほ
と
ん
ど
の
場 

合、
書
籍
印
刷
業
者
ヴ
ァ
イ
マー
ル
に
印
刷
を
依頼
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ヴ
ア
イ
マ
^

―

ル
は
も
と
も
と
フ
ラ
ハ
の
出
版
業
者
シ
ェー
ン
フ
ェ
ル
ト
が 

ゥ
ィー
ン
に
建
て
た
印
刷
所
の
職
工
長
だ
っ
た
が、
ヴー
ヒ
ェ
ラー
か
ら
資 

本
を
借
り
て
印
刷
所
を
手
に
入
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
際
に当
然
の
こ 

と
な
が
ら
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
が
何
部
印
刷
す
る
の
か
を
決
定
す
る。
五
〇o
部 

印
刷
し
た
の
が
ニ
七
点
中
一
一
点、
三
〇
〇
部
が
三
点、
三
〇o
部
以
下
だ 

と
考
え
ら
れ
る
の
が
五
点、

一

五o
〇
部
が
一
点
と
「五
〇
〇
部
か一

〇
o 

〇
部
」
がー
占r

残
り
の
六
点
が
不
明
で
あ
る
。
も
し
ヴー
ヒ
ェ
ラー
の発
 

言
が偽
り
で
な
い
と
す
れ
ば、
初
版
で
は
通
常
五
〇
〇
部
程
度
印
刷
し、壳
 

れ
行
き
を
見
て増
刷
を
判断
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
ま
た
例
外
的
に
多



か
っ
た
と
い
え
る
一
五
〇
〇
部
印
刷
さ
れ
た
『迫
害
は
理
解
を
育
む
』 

Ĵt&s'
"~
/s
Eeaw
>w

は
ラ
テ
ン
語
と
ド
イ
ツ
語
の対
訳
本
で
あ
り、

一 

七
六
八
年
に
ハ
ン
ガ
リー
で
起
き
た
事
件
を
扱
っ
た
も
の
だ
っ
た。

印
刷
さ
れ
た
書
物
は
一
部
を検
閲
に
提
出
し、
販売
許
可
を
え
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い。
摘発
さ
れ
た
書
物
の
ほ
と
ん
ど
は検
閲
を
通
ら
な
か
つ
た
も
の 

だ
が、
中
に
は
最
初
か
ら検
閲
に
提
出
し
て
い
な
い
も
の
も
存
在
す
る。
例 

え
ば、
『ウ
ィー
ン
の
い
か
さ
ま
』
6%0''
へ&§
"1
2.
§1/
§
!̂5''
8
と
い
う
パ 

ン
フ
レ
ッ
ト
の
ケー
ス
で
は、
ヴー

ヒ
エ
ラー
は
原
稿
を読

ん
で
到
底 

ウ
ィー
ン
で
出
版
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
判断
し、
「そ
れ
を
直
ち
に
外 

国
人
の
た
め
の
も
の
と
決
め
て
」
印
刷
し
た。
ま
た、
『み
だ
ら
な
アー
デ 

レ
ッ
セ
は
聖
な
る
フ
ォ
ン
.
フ
リー
ス
伯
爵
を
彼
の
病気
す
ベ
て
か
ら
解
放 

す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
質
問』

03
冬a

",
-

no-

2'戔 

Adeläs%

 dnn hl. G. von Frteß von all seinem

 Übel bejreyenw
urde? 

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ケー
ス
で
は、
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ 

書
籍
市
に
行
く
直
前
に
受
け
取
っ
た
原
稿
を読
み
も
せ
ず
に
印
刷
し、
ラ
ィ 

プ
ツ
ィ
ヒ
へ
の
旅
行
中
に
目
を
通
し
て、
「お
も
し
ろ
く
な
い内
容
と
い
く 

つ
か
の
下
品
な
言
動
の
た
め、
私
は
そ
れ
を検
閲
に
渡
す
こ
と
も
販売
す
る 

こ
と
も
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
指
示
し、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
も
販売
し
な 

か
っ
た
◦
『現
在
の
ヨー

ロ
ツ
バ
の国

立
劇
場
の歴

史
』
95&
^
^
を
5 

ys
n̂ 
£wn
?̂
scrn
-
§s
r
&
ミ
の
場
合
も
低
俗
な内
容
の
た
め
に検
 

閲
に
送
ら
な
か
つ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
『ト
ル
コ戦
争
に関
す
る 

内
緒
話
』w

ort

s-vertrauen

s:ber

°-en Türkenkrüg 
の
場
合、
ウ
イー

ン
で
の
販売
に
適
さ
な
い
と
し
て
「全
部
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト、
ニ
ュ
ル
ン
べ 

ル
ク、
レー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ、
ハ
ン
ブ
ル 

ク
に
分
割
し
て
送
付
し
た
」
よ
う
だ。
つ
ま
り、
印
刷
し
た
書
物
を読
ん
で 

み
て検
閲
に
通
ら
な
い
と
判断
し
た
場
合、
最
初
か
ら検
閲
に
送
ら
な
い
の 

で
あ
る。
ヴー
ヒ
エ
ラー
の
弁
明
に
よ
れ
ば
' 
こ、っ
し
た
書
物
は
ウ
ィー
ン 

で
販売
さ
れ
る
こ
と
は
な
く、
外国
で
販売
さ
れ
て
い
る。
で
は、検
閲
に 

提
出
し
た
が、発
禁処
分
に
な
っ
た
書
物
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
こ 

れ
も
多
く
の
場
合、
外国
へ発
送
さ
れ
て
い
る。発
送
先
は
ラ
ィ
プ
ツ
ィ
ヒ

が圧
倒
的
に
多
く、続
い
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク、
フ
ラ
ン
ク

(45
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フ
ル
ト
の
名
前
が挙
が
っ
て
い
る
。
し
か
し、
そ
れ
で
も残
っ
て
し
ま
う 

在
庫
は
ど
う
す
る
の
か。
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
表
紙
の
補強
な
ど
に
使
う
た
め 

に
「紙
く
ず
」M

akulatur

と
し
て
店
に
保
管
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ 

る。以
上、
原
稿
が
出
版
者
に届
き、
印
刷
さ
れ、検
閲
を経
て
販売
さ
れ
る
ま 

で
の、
い
わ
ば
書
物
の
生
産
過
程
お
よ
び
販売
過
程
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
明 

ら
か
に
な
っ
た。
更
に
ド
イ
ツ
語
圈
南
部
の
出
版
文
化
の
特徴
と
し
て
し
ば
し 

ば
言
及
さ
れ
る
海
賊
版
出
版
に
つ
い
て
も、
ヴー
ヒ
ュ
ラー
の
調
書
は
語
っ
て 

く
れ
る。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
で
は、経
済
的
な観
点
か
ら国
外
で
出
版
さ 

れ
て
い
る
書
物
に対
す
る
海
賊
版
出
版
は
合
法
で
あ
っ
た、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ 

か奨
励
さ
れ
て
い
た。
し
か
し、国
内
で
出
版
さ
れ
た
書
物
の
海
賊
版
を
出
版 

す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る。
ヴ
—
ヒ
エ
ラー
は
自
分
が
出
版
し
た
パ
ン
フ 

レ
ッ
ト
『あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
』
f/si/Irs-
s-w
?
/zr
&-w
の
海
賊
版
が
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出
版
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
憤
り
を
以
て
語
っ
て
い
る
。
「こ
の
作
品
が
こ 

こ
〔ゥ
イー
ン
〕
で
公
に
販売
さ
れ
た
あ
と
' 
印
刷
業
者
の
ヴ
ア
ッ
プ
ラー
 

ガ
私
の
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
た
初
版
を翻
刻
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た。

こ
の
海
賊
版
を
防
ぐ
た
め
に、
私
は
注釈
を
つ
け
た
新装
改
版
を
構
想
し
ま

8
し
た
」。
こ
の発
言
に
ゥ
イー
ン内
で
の
出
版
業
者
の
間
で
起
こ
る
苛
烈
な 

競争
を読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る。売
れ
行
き
が
い
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に対
 

し
て
は、
海
賊
版
の
出
版
が
つ
き
も
の
で
あ
っ
た。
出
版
業
者
は
自
分
の
利 

益
を
守
る
た
め
に様
々
な対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の 

『あ
り
そ
ぅ
も
な
い
こ
と
』
の
場
合、
新装
改
版
を
構
想
す
る
だ
け
で
な
く、 

ヴ
ア
ッ
フ
ラ ̂—

が
印
|!|
し
た
海
賊
版
を
ま
ね
て
ゥー
ヒ
ェ
ラ
^

―

は
更
に
そ
の 

海
賊
版
を
印
刷
さ
せ
た。
し
か
し、
ヴ
ア
ッ
プ
ラー
の
も
の
が検
閲
で
却
下 

さ
れ
た
こ
と
を
知
り、
脚
注
つ
き
新
版
の
印
刷
を
や
め、
ヴ
ア
ッ
プ
ラー
版 

の
海
賊
版
の
販売
も
取
り
や
め
た
と証
言
し
て
い
る。

お
わ
り
に

警
察
は
一
七
八
九
年
九
月
二
十
四
日
付
け
報
告
書
で
ヴー
ヒH
ラー
に対
 

§

す
る捜
査
の総
括
を
行
っ
て
い
る。
警
察
が
憂
慮
し
た
の
は
ド
イ
チ
ヱ
.
ゥ 

ニ
オ
ン関
係
の
出
版
物
や
手
紙
で
あ
り、
ま
た
ヴ
—
ヒ
エ
ラー
の
店舗
の
地 

下
室
で発
見
さ
れ
た
ニ
七
点
の
*
物
に関

し
て
は
『迫
害
は
理
解
を
育
む
』 

と
『ト
ル
コ戦
争
に関
す
る内
緒
話』
の
ニ
点
の
み
が
「領
邦
君
主
を
顧
み 

る
に
' 
き
わ
め
て
不
快
な
も
の
」
と
さ
れ
て
お
り、
そ
の
他
の
書
物
に対
し

て
は
言
及
が
な
い。
フ
ラ
ン
ス
で
革
命
が
進
展
す
る
中
で、
警
察
は
ド
ィ 

チ
ヱ.
ゥ
ニ
オ
ン
の
よ
う
な
秘
密
結
社
に対
す
る
警
戒
を強
め
て
お
り、
君 

主
を
誹
謗
す
る
よ
う
な
出
版
物
に対
す
る圧
力
も
非
常
に強
く
な
っ
て
い
た 

と
考
え
ら
れ
る
。
ヴー

ヒ
エ
ラー
は
「検閲
な
し
に
印
刷
を
許
可
す
る
こ
と 

を
定
め
た
宮
廷
勒
令
が発
布
さ
れ
て
以来
、
私
の
と
こ
ろ
で
印
刷
さ
れ
た
書 

物
は
た
い
て
い
ま
ず
印
刷
が
終
わ
っ
て
か
ら検
閲
に
提
出
さ
れ
ま
し
た。
一 

つ
に
は
外国
の
出
版
地
名
を
つ
け
た
商
品
の
方
が
簡単
に
販売
許
可
が
得
ら

れ
る
こ
と、
ま
た
も
う一
つ
に
は
い
く
つ
か
の
場
合、
私
が
禁
止
を
予
期
し

49
)

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
が
ョー
ゼ
フ
ニ
世
に 

よ
る
出
版
政
策
の
第
二
の
メ
ル
ク
マー
ル
と
し
た
一
七
八
六
年
四
月
二
十
六 

日
の
決
議
は、
明
ら
か
に
過
激
な
出
版
物
の
流
通
を
促
す
契
機
に
な
っ
て
い 

た。
ま
た
出
版
地
を偽
っ
て
印
刷
す
る
こ
と
で
甘
く
な
る
と
い
う
曖
昧
な検
 

閲
規
準
も
過
激
な
出
版
物
を
販売
す
る
出
版
業
者
の
心
理
的
不
安
を
取
り
除 

い
て
い
た。
そ
も
そ
も検
閲
規
準
が検
閲
中
央
委
員会
メ
ン
バー
の
個
人
的 

判断
に
負
っ
て
い
た
こ
と
自体
が発
禁
本
と
合
法
本
と
の
境
界
を
ひ
ど
く
曖 

味
な
も
の
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う。
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃発
と
い
う対
外
的
な 

状
況
と
と
も
に、国
内
の
革
命
勢
力
と
み
な
さ
れ
た
ド
ィ
チ
エ
.
ゥ
ニ
オ
ン
 

の
幹
部
ヴー
ヒH

ラー
の検
挙
は、
一
七
八
九
年
十
一
月
の
事
前検
閲
再
導 

入
を
後
押
し
た。
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
に対
し
て
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
世
襲
領
か
ら 

の
追
放
と一 0

0
0

グ
ル
デ
ン
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
て
い
る。
ョー
ゼ
フ
ニ 

世
の
治
世
下
に
生
ま
れ
た
公
共圏
が
上
か
ら
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
以 

上、体
制
批
判
に
は
自
ず
と
限
界
が
設
け
ら
れ
て
い
た。
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
の
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禁
書
販売
お
よ
び
逮
捕
は、
そ
れ
ま
で
「拡
大
さ
れ
た
出
版
の
自
由
」
を
推 

進
し
て
き
た検
閲
中
央
委
員会
の
委
員
長
ヴ
ァ
ン.
ス
ヴ
イー
テ
ン
男
爵
の 

立
場
を
弱
め、
保
守
勢
力
の巻
き
返
し
を
加
速
さ
せ
た。
「ゥ
イー
ン
の
雪 

解
け
」
は
突
如
と
し
て
舞
い戻
っ
た
吹
雪
に
よ
っ
て
あ
っ
け
な
く
追
い払
わ 

れ
た
の
で
あ
る。

ヴー

ヒ
エ
ラー
の
出
版
活
動
か
ら
ゥ
イー
ン
の
出
版
文
化、
特
に
禁
書
出 

版
の
特徴
を
導
き
出
す
な
ら、
①
五
〇
〇
部
程
度
の
少
量
出
版
②国
外
と 

の
ネ
ツ
ト
ワー
ク

③検
閲
軽
視
な
ど
を挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
五
〇
o 

部
程
度
の
出
版
部数
は
確
か
に
少
量
で
あ
っ
た
が、売
れ
行
き
が
よ
け
れ 

ば、
す
ぐ
に
重
版
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た、
ド
イ
ツ
語
圈
全体
に
張
り
巡 

ら
さ
れ
て
い
た
ネ
ッ
ト
ワー
ク
は、
出
版
活
動
の
影
響
力
を国
内
だ
け
で
な 

く国
外
に
も拡
大
さ
せ
た。読
者
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
内
だ
け
に
止
ま 

ら
な
い。国
外
に
販
路
が
あ
る
と
い
ぅ状
況
は、
た
と
え国
内
で
禁
止
さ
れ 

た
と
し
て
も、国
外
で
出
版
す
る
と
い
ぅ
逃
げ
道
を
用
意
し、
挑戦
的
な
出 

版
を
容
易
に
し
た。
更
に検
閲
委
員会
の
啓
蒙
的
な
傾
向
は、検
閲
の
緩
和 

に
つ
な
が
っ
て
お
り、
出
版
者
は
そ
れ
ほ
ど検
閲
に
配
慮
す
る
必
要
が
な 

か
つ
た
と
い
え
る。

禁
書
出
版
は
時
と
し
て
利
益
と
も
結
び
つ
い
て
い
た。
た
ぐ
い
ま
れ
な経
 

営
セ
ン
ス
を
兼
ね
備
え
て
い
た
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
は、
「啓
蒙
的
な
著
作
」
の 

出
版
を
す
る
こ
と
で
蒙
者
の
ニ
^

~

，ス
を満

た
し
自
ら
の
名声

そ
し
て売
 

れ
行
き
を
同
時
に
確
立
で
き
た
の
で
あ
る。
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
•ヴ
イ
ン
ター
は 

ヴー

ヒH

ラー
の
出
版
活
動
を
「絶対
主
義
的
な
支
配
構
造
を
本当
に
危険

に
さ
ら
す
」
も
の
で
は
な
く、
「ョー
ゼ
フ
ニ
世
の
改
革
方
針
に
疑
問
を
呈 

す
る
」
も
の
で
あ
り、
ヴー

ヒ
エ
ラー

を
「恵
ま
れ
て
い
な
い
民
衆
層
の
政 

治
的.
社会

的
•経
済

的.
宗教
的
平
等
の
た
め
の
急
先
鋒
」
と
見
な
し
て 

い
る。
ヴー

ヒ
エ
ラー
が
出
版
活
動
を
通
し
て
ョー
ゼ
フ
ニ
世
の
改
革
に 

影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
い
た、
そ
う
し
た
位
置
づ
け
は
間
違
い
で
は 

な
い。
し
か
し、
依
然
と
し
て
利
益
を
追
求
し
た
出
版
者
と
し
て
の
像
も
ぬ 

ぐ
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い。
ヴー
ヒ
エ
ラ
I

は
ド
イ
チ
エ
•ウ
ニ
オ
ン
に 

所属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
ゥ
イー
ン
出
版
界
に
お
い
て
革
新
勢
力
を担
っ 

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る。
そ
し
て、
し
ば
し
ば
出
版
物
上
で
絶対
主
義体
制 

の
批
判
を
行
っ
て
い
る。
し
か
し、
そ
の
出
版
活
動
に
は
時
代
の
ニー
ズ
を 

読
み、
過
激
出
版
物
の売
り
上
げ
を
見込
ん
だ
合
理
的
判断
に
基
づ
く
側
面 

も
あ
っ
た。
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
内
か
ら
追
放
さ
れ
た 

後
も、
再
三
に
わ
た
り
ゥ
イー
ン
で
再
び
商売
が
で
き
る
よ
う
に
嘆
願
し
て 

い
る。
こ
れ
が実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が、
そ
こ
に
は
革
新
的
知
識
人 

と
し
て
の
顔
よ
り
も権
力
に
お
も
ね
る
商
人
と
し
て
の
顔
の
ほ
う
が
よ
り
濃 

く
映
っ
て
い
る
。
啓
蒙
の
世
紀
に
お
い
て
は
自
由
の闘
士
も
利
益
追
求
者
も 

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た。
ヴー
ヒ
エ
ラー
は
啓
蒙
思
想
に
共
鳴
し
た 

知
識
人
と
し
て
自
ら
の
出
版
物
が
公
益
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
た 

が、
あ
く
ま
で実
利
を
重
ん
じ
る
出
版
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。従
っ 

て、
彼
は
自
己犠
牲
を
厭
わ
な
い献
身
的
な
革
命
家
で
は
決
し
て
な
い
。 

ヴー
ヒ
ヱ
ラ
—̂
ら̂
は
自
ら
の
社会
的
地
位
向
上
へ
の
欲
望
と
「啓
蒙
」
の 

実
現
へ
の
熱
望
と
い
う
相
反
す
る
精
神
を内
包
し
た
姿
を読
み
取
れ
る。
こ
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十八世紀末;ウイー ンの出版文化

う
し
た
態
度
は
作
家
を
含
め、
ウ
イー
ン
で
出
版
活
動
に従
事
し
て
い
た
啓

(s

蒙
知
識
人
の
典
型
的
な
態
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

註(1
)
拙
稿r

ヨー
ゼ
フ
ニ
世
期
に
お
け
る
ウ
イー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
家
の
政
治 

的
挑戦
—

ヨー
ゼ
フ
.
リ
ヒ
ター

一

な
ぜ
皇
帝
ヨー
ゼ
フ
は
民
に
愛
さ
れ
な 

い
の
か
？』
を
中
心
に
——
」
『東欧
史研
究
』
ニ
七号
、
ニ
◦
〇
五
年、
四

六
—
六
六
頁。

{2
} österreichisches 

Staatsarchiv, 

Allgem
eines 

Verw
altungsarchiv 

(AVA)，Inneres Polizei, Pergen Akten.

こ
の
史
料焼

失
に
よ
っ
て、
十
八 

世
紀関
連
文
書
の
多
く
が
被
害
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
お
り、
こ
の
分
野
で
は、 

未
だ
に焼
失
以
前
に
な
さ
れ
た研
究
に
依拠
せ
ざ
る
を
得
な
い状
況
で
あ
る。

(
3
) 

「皇
帝
陛
下
は
あ
な
た
方
〔臣
民
〕
に
と
っ
て
最
高
の
奉
仕
に
な
る
と
判断
 

さ
れ
て、
出
版検
閲
を
今
後
よ
り
容
易
に
行
わ
せ
る
た
め
に、従
来
の
出
版検
 

閲
に関
す
る
命
令
に変
更
を
な
さ
れ
た。
こ
の
よ
う
な
見
解
で
陛
下
は
今
後、 

全
世
襲
領
に対
し
ひ
と
つ
の
出
版検
閲
中
央
委
員会
の
み
設
置
し、
そ
の
出
版 

検
閲
中
央
委
員会
は
ウ
イー
ン
に
招
集
す
る
と
命
令
を
下
さ
れ
た。当
委
員会
 

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
決
定
は
直
ち
に
ウ
イー
ン
で
も
他
の
諸
領
邦
で
も
許
可
さ 

れ
た
書
物
や
禁
止
さ
れ
た
書
物
を
考
慮
す
る
に当
た
っ
て
同
一
の
基
準
と
し
て 

使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た、諸
領
邦
に
あ
っ
た従
来
の検
閲
委
員会
は廃
 

止
し、
各
領
邦
で
ひ
と
つ
の
出
版検
閲
局
の
み
を
保
持
す
る
。検
閲
業
務
で
地 

方
の
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
規
定
は
今
後
各
領
邦
官庁
に
委
任
さ
れ
る
も
の
で
あ 

る」
G H^rm

annG
nau.b

-'/^W
SMr 

Mâ
r/OŜ

Ä//., (Straßburg/Lalpzi®
, 

1911-S.255.

(
4
) 

「批
判
は、
そ
れ
が
誹
謗
文
書
で
な
い
限
り
は、
領
邦
君
主
か
ら
最
下
層
の 

人々

に
至
る
ま
で、
望
む
な
ら
誰
に対
し
て
も
行
つ
て
か
ま
わ
な
い。
著
者
が 

S
ら
の
名
を
そ
こ
に
印
刷
さ
せ、
そ
れ
で
も
つ
て
事
の真
実
に対
し
て
保証
人 

に
な
る
場
合
に
は
特
に
禁
止
さ
れ
得
な
い。
な
ぜ
な
ら、
も
し真
実
を
こ
う
し

た
方
法
で
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら、真
実
を
愛
す
る
も
の
す
べ
て
に 

と
つ
て
そ
れ
は
喜
び
で
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」。
&
&+5.
257.

(
5
) 

た
だ
し
、
海
賊
出
版
の
許
可
は
完
全
な
印
刷
許
可
で
あ
る
「許
可
」 

Adm
ittitur、

出
版
地
を
明
記
し
な
い
こ
と
が条

件
で
あ
る
「制
限
許
可
」 

perm
ittitur、

憂
慮
す
べ
き
箇
所
の
修
正
が条

件
で
あ
る
「修
正
後
容
認
」 

70163芎
の
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
。
&
&.-
2650.

(6
) 

サ
シH

ギ
は
ヴ
ァ
ン
.
ス
ヴ
ィー
テ
ン
が
文
芸
の
保
護
者
で
あ
つ
た
こ
と
に 

も
言
及
し
て
お
り
、
彼
が
文学
の観
点
で検
閲
問
題
を
判断
し、
常
に
作
家
の 

利
益
を
擁
護
し
た
と
述
べて
いる

。Oskar Sashegyi, zeM
sw

id 

Getstesf
theit 

unter J§i}h 

11

•: Beitrag 
2s'Kulturgeschichte 

der 

-""-M
r^sc/Iew

 

^(Budapest 1958

)• s.42f.

(
7
) 

ョ
！
ゼ
フ
期
の検
閲
に関
し
て
は関
連
史
料
が焼
失
し、
不
明
瞭
な
部
分
が
多 

い。
バ
ッ
ハ
ラ
ィ
ト
ナー
ら
が
編
集
し
た
『才
—
ス
ト
リ
ア
書
籍
業
裏
で
は
、 

同
時
代
の証
言
を
も
と
に、
印
刷
許
可
が
完
全
な
出
版
許
可
で
あ
る
「認
可
」 

Im
prim

atur、

奧
付
を
つ
け
な
い
こ
と
が条

件
で
あ
る
「制
限
許
可
」 

perm
itütur、

宣伝

を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
「黙
許
」A

dm
ittitur

の
三
段
階
に
分 

か
れ
て
い
た
と説
明
さ
れ
る
。Norbert Bachleitner; FranzM

. Eybl; Ernst 

Fischer (
H

rs
g

-

-
s
ê 
含
^̂
^̂
/̂这
^
な
袋
ひ5̂

yrs

3-, (W
iesbaden 

2000). s.ll -A
n°

nym
,artefe über den gegenwärtigen Zustand der 

Litteratur und desauchhand~s in Oesterreich. {一

0
• Yj 1788

}-28

.し
か 

し、
一
七
九
ニ
年 
一n
二
十
日
の
新
規
則
で
は、adm

ittitur

を
分
類
す
る
と 

し
て、adm

ittitur, toJeratur, perm
ittitur-ranseat 

と
い、っ
四
種
類
の
印
刷 

許
可
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
はadm

ittitur

が
海
賊
版
の
出
版
を
含
め
る
完 

全
な
出
版
許
可
を
意
味
し
、toleratur

が
海
賊
版
を
認
め
な
い
許
可
、 

perm
ittitur

が奥

付
な
し
で
の
「制
限
許
可
'transeat

が
海
賊
版
を
認 

め
ず
、広

告
も
認
め
な
い
、
「黙

許
」
を
表
し
た
。Franz 

Hadamonowsky, 

"m
n Jahrhundert uteratf und Theaterzens

日 m

 Oste

ロeich (一 751—

5- 

 ̂

Profil an der W
ende vom l-zum

 19. Jahrhundert {一 750-1830\

-~Graz

- 5 1 ―



1979-S.289-305.

こ
の
法
規
で
のadm

ittitur

と
い
う
語
句
の
使
用
法
を
見 

る
限
り、
こ
れ
がm

丨

ゼ
フ
期
に
「黙
許
」
を
意
味
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く 

い。
ま
た、im

prim
atur

は教
会
検
閲
の
頃
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
印
刷
許
可 

を
表
す
語
句
で
あ
り、
一
七
八
一
年
の検
閲
法
に
お
い
て
も
通
常
のr

認
可
」
を 

意
味
し
て
い
る。
こ
れ
を
踏
ま
え、
こ
こ
で
のadm

ittitur

は
海
賊
版
の
印
刷
許 

可
を
指
す
語
と
し
て
捉
え
る
の
が
妥当
で
あ
ろ、っ。
本
稿
注
5
も
あ
わ
せ
て参
照 

の
こ
と。

(8) 

-

■一一 9f.

(
9
) 

一
七
八
一
年
十
月
二
十
六
日
宮
廷
政庁
の
上
申
で
は
出
版
さ
れ
て
い
る
著
作 

が
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

「必
要
な
規
定
で拡
大
さ
れ
た
出
版
の
S
由
の
時
代
か
ら当
地
で
出
版
さ
れ
た 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は数
百
作
現
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
の
中
に
何
ら
か 

の
意
味
を
見
い
だ
せ
る
も
の
は
せ
い
ぜ
い
六
作
か
八
作
し
か
な
い
と、
そ
れ
な 

り
の
理
由
を
も
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。J Gnau, 0ZJ.av.s.231

。

(10
) 
ョー
ゼ
フ
ニ
世
は
一
七
八
四
年
四
月
に検
閲
委
員会
に
向
け
て
次
の
よ
う
な 

提
案
を
行
っ
て
い
る
。
「と
こ
ろ
で
、
今
年
を
通
し
て
際
限
な
く
多
く
の
パ
ン 

フ
レ
ッ
ト
が
書
き
な
ぐ
ら
れ、当
地
の
知
識
人
の
名声
を
高
め、
大
衆
に教
訓 

を与
え
る
よ
う
な
も
の
は、
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
と
い
う証
拠
が
存
在
し
て
い 

る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ゆ
え
に
今
後、当
地
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
さ
せ 

た
い
と
考
え
て
い
る
作
家
は
み
な、検
閲
に
提
出
の
際
す
ぐ
に
六
ド
ウ
ヵー
テ 

ン
が検
閲
局
に
支払
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
著
作
が 

検
閲
で
出
版
を
認
可
さ
れ
た
ら、
支払
わ
れ
て
い
た
六
ド
ウ
力ー
テ
ン
は
著
者 

に
返
還
さ
れ
る
。
し
か
し、
そ
れ
が
は
ね
つ
け
ら
れ
た
な
ら、
六
ド
ウ
力ー
テ 

ン
は
返
還
さ
れ
ず
に
救
貧
施
設
の
ほ
う
に
回
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ 

て、
望
む
ら
く
は
無
用
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の乱
造
が
阻
止
さ
れ、
そ
し
て
人々
 

が、
食
べ
る
た
め
に
書
き、
同
時
に
で
つ
ち
あ
げ
を
行
つ
て
い
る
三
文
文
士
を 

沈黙
さ
せ
る気
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
新
聞
に
よ
っ
て
一
般
的
に 

あ
ら
ゆ
る
知
識
人
に
周
知
さ
せ
ら
れ、検
閲
は
通
常
今
後
よ
り
熱
心
に
調
査 

し、
そ
れ
で
も
つ
て、
無
用
で
無
意
味
な
も
の
に満
た
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ツ

ト、
頻
繁
に
道徳
に
反
す
る
も
の、
聖
職
者
に対
す
る
誹
謗、
そ
れ
か
ら
リ
プ 

リ
ン
ト
の
み
含
む
も
の
は
退
け
ら
れ、
出
版
を
許
さ
れ
ず
に
六
ド
ゥ
ヵー
テ
ン 

の
供
託
金
が
救
貧
施
設
に
入
る
こ
と
に
な
る
」。Gnau,

多
2
>

•230f.

こ
の 

提
案
は実

施
直
前
に
ヴ
ァ
ン
.
ス
ヴ
ィー
テ
ン
の説
得
に
ょ
っ
て
破
棄
さ
れ

た
。&
&.
!/,
2321

(
Ü
印
紙税
導
入
の
一
連
の
議
論
に
つ
い
て
は
33-
6空
--
多
=-
3.
229|234.を

参
照
の
こ
と。

(12
) 
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
の
出
版
業
の
動
向
に
つ
い
て
は
特
に
以
下
の
文献
が参
 

考
に
な
る
。Norbert Bachleitner et a

l.

(Hrsg-
.̂
c-

(13
) 
一
七
八
六
年
十
一
月
九
日
の
規
定
はM

ichaelw
inter'G

IP—
^ 

swcr
reK (Frankfurt am M

ain 1992

) S■一 0

、
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

(14
) =
日
籍
商
新
■

に関
す
る
統
計
デー
タ
はReinhart w

ittm
ann,„

Diefrühs 

Bucllhän&
erzeitschnften als Spiegel des 

一 iteranschen Lebens in: 

Archiv für Geschichte des Buchwesens X
III, 

(Frankfurt 1973

•
■613- 

931.
の
特
に8171822

に掲
載
さ
れ
た
一
七
七
八
年、
一
七
八
三
年、
一
七
八 

五
年
の
デー
夕
を参
考
に
し
た。
ち
な
み
に
一
七
七
八
年
に
お
け
る参
加
書
籍 

商数
上
位
五
都
市
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ(ニ
五
)、
ベ
ル
リ
ン
(一
五
)、
フ
ラ
ン 

ク
フ
ル
ト
(一〇
)、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク(一〇
)、
ウ
イー
ン
(一〇
)
で
、 

一
七
八
五
年
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ(三
四
'
ベ
ル
リ
ン
(~
九
)、
ウ
ィー
ン 

(一
六
)、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト(一

五
)、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク(一
五
)
で
あ
る
。

(15
) 
こ
こ
で
は、
以
下
を参
照
し
た。Anonym, Gem

einnütziges Schema der k. k. 

Haupt- und Residenzstadt W
ien. (Josef Gerold, W

ien 1779

). Anonym
, 

Der IcaiserHicönlglicllen^esidenzstadt w
ienw

om
m

erzlalschem
a, nebst 

roeschreibunw
aller M

erkw
ürdigkeitenderselben. CFOSe^llGQrold, W

ien 

1780-Anonym
, \vienerisch

res Kom
m

^rzl-schrtm
a oder Verzeichm

ß 

a-erinw
ien 

…(Joseph Gerold, W
ien 1782-Anonym

, wienerischem

 

Kom
m

erzialscliem
a oder Burger=Allm

anacli (JosepllG
erold, W

ien 

1789).

(16
) Iw

naz 

^
-
^
ß
^
^
Z
M
a
0a
°-
M:ss
''
/05̂
a'
7?TO
^
TOrMŴ
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十八世紀末ウイー ンの出版文化
(ceorg Philipp W

ucherer, W
ien 1787-Ignaz de Luca, 

T̂
cgr
-̂
ew
5 

{Hm. von Schm
idbauer 

u.
ômp., w

i§ I?

10-.

(17
) Anton Freyherr von Geußau-Alpllabetisches Verzeichniß derjenigen 

wroschüren una Schriften w
elche seit der erhaltenen Preßfreyheit 

herausgekom
m

en sind. (Sebastian Kartl, W
ien 17»2'

{

18)Alexander Kotzsek-ttuc-andlungsgründun^en unter Josef II. 

(Dipl. 

W
ien 1994-S.42.

{
^

^

•--ohann Pezzl, Skizze von W
ien: Ein Kultur“ und Sittenbild aus der 

josejtmschen Zeit m
ü^m

leitung, Anm
erkungen undMeglster, hrsg. von 

Gs5

&一 ; 
GM̂
'im̂
ŝ̂

wsc
/I/055ar(G

raz 1923

) S.308.

i

20} Anion 

M
ayß 

W
iens 

Buchdrucker-Geschichte 

148211882, 

2.Bd. 

(w
ien 1887

) S.62f. Anonym
,

03
3>/es'r
r
&w
"g
i

Ea
t,§'
M
Nw5へäw

0- 

der Literatur und des Buchhandels in Oesterreich. 
(【0
• V〕 1788

) s.22f.
(

21)

 Anonym
, Freym

üthiger Versudiüloer denw
udlhandel vorzüglich in 

Hinsicht auf die kaiserlichen Erblande.(【 0. v-w
ien/ Prag 1782).

(22
) ー
ボー
ゲ
ン
と
は、
全
紙j

枚
を
指
す単
位
で
あ
る
。
例
え
ば
四
折
判
は
全 

紙
を
二
回
折
っ
て
で
き
る
判
型
でー
ボー
ゲ
ン
か
ら
四
葉
の
紙
(裏
表
合
計
で 

八
頁
分
)
が
作
ら
れ
る
。
同様
に
八
折
判
は
八
葉、
一
六
折
判
は
一
六
葉
と
な 

る。

i,ぬ
'} pinonym

,axefe übeTdengegenw
ärtigenNllstand defLitkfatufim

d 

des Buchhandels in Oesterreich. {一

0
• V

}1788)s.41f.

(24
) 
&a. S.45.

(25
) Ib

5--. s. 71.

(26
) g
d S.157.

(27
) 
作
家
で
あ
り検
閲
官
で
も
あ
っ
た
ア
ロ
ィ
ス.
ブ
ル
マ
ウ
アー

は
「パ
ン
フ 

レ
ッ
ト
の
大
洪
水
」
の経
済
効
果
を
計
算
す
る
上
で、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の発
行 

部数
を
ニ
〇
〇
と
想
定
し
て
計
算
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
想
定
か
ら
ニ
〇
〇
部 

が
平
均
的発

行
部数
だ
つ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。Aloys Blum

auer, 

Beobachtungenüber osterret-s Aufkläm
nm

und Literatur. In: Edith

wosens-auch-wöm
gsberg (hrsg.-Literatur der Aufklärung 176' 

i°°
§. (W

ien/Köln/Graz 1988

) S.179.

(28
) 
ゲ
オ
ル
グ
■
フ
イ
リ
ッ
プ
，
ヴー
ヒ
ュ
ラー
に関
連
す
る
警
察
文
書
はAVA 

Pergen-Akten IX B5

に収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
.
ヴ
イ
ン 

ター

が
行
っ
た
詳
細
な伝

記
的研

究
も
あ
わ
せ
て参

照
の
こ
と
。Michael 

W
inter, 

GŜ
s
^̂

ŴC
Äermrczz
-̂
i03

0
0G

ro^öm
^rM

S^^

5-两
ミ. 

(FrankfurtyM

 1992).

(29
) 
十
六
世
紀
以来
、
書
籍
を
扱
う卸
売
商Niederleger

は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君 

主国
と
外国
を
結
ぶ
仲
介
業
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を担
っ
て
き
た
が、
一七 

七
四
年
に卸
売
業
資
格Niederlegersrecht

の廃

止
とGroßhändler

資
格
の 

新
設、
一
七
七
五
年
の国
境関
税
の
導
入
に
ょ
っ
て、従
来
の
書
籍
輸
入
業
者 

は
打撃
を
受
け、
自
社
出
版
の
必
要
に
迫
ら
れ
る状
況
に
な
っ
て
い
た。
新
し 

い卸
売
商
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は、
資
本
金
三
〇
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
を
用
意 

す
る
必
要
が
あ
っ
た
が、
外国
人
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
も
門戸
が
開
か
れ
て 

い
た
。Bachleitner~

~-(Hrsg.)，

0A--
S.
1171121.P

P
M

. Dickson, 

Finance and Governm
ent under M

aria 

Theresia 1740-1780. vo
ll 

(oxfordl987

) pp.140—178.

ニー
ダー

エ
ス
タ
ラ
イ
ヒ
政庁
は
「卸売
業
の 

権
利
は
書
籍
業
の
小売
り、
す
な
わ
ち、
市
場
開
催
時
間
以
外
で
の
個
人
販売
 

を
含
ま
な
い
」
と
い
う
見
解
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
。W

inter,^.

a'-S.14.

書 

籍
業
に
お
け
る卸
売
商
は
あ
く
ま
で
も
外国
書
籍
の
輸
入
業
者
で
あ
り、
書
籍 

商
と
比
べ
て
不
利
な状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(30
) AVA Pergen Akten IX B5 H

l, Allerunterthänigste Nota vom

 27

■■ 

1789.
ま
た
ヴー

ヒ
ヱ
ラ
—
は
取
り
調
べ
に対
し
、
「そ
の
〔逮
捕
の
〕
理
由 

は
『健
全
な
理
性
』
と
い
う
書
物
を検
閲
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く、
自
ら
訴 

え
出
た
ハ
ン
ガ
リー
騎
兵
に、
彼
は
何
度
も
時
に
は
自
分
で
ま
た
時
に
は
使
用 

人
を
使
っ
て
私
に
取
り
組
み
さ
せ
て
い
た
の
で
す
が、
そ
の
彼
に
製
本済
み
の 

も
の
を
四
五
ク
ロ
イ
ツ
ァー
で
販売
し
た
こ
と
で
す
」
と
供
述
し
て
い
る
。 

AVA Pergen Akten IX

 B5 H4, Verhörsprotokoll vom

 8. 8.1789.
(31
) AVA Pergen Akten IX B5 H2, Allerunterthänigste Note vom

 29. 7.
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1789.

(32
) AVA Pergen Akten IXW

5 H2, Allerunterthänigste Note vom

 4. 8. 

1789.
(33
) 
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
書
籍
商
ゲ
オ
ル
グ.
ヨ
ア
ヒ
ム
.
ゲー
シ
ェ
ン
は
知
ら
な 

い
者
か
ら
送
り
つ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
一
〇
種
類
の
原
稿
を、
ド
イ
チ
ェ
.
ゥ 

ニ
オ
ン
の
目
的
や
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
印
刷
出
版
し
た。
こ
の
出
版 

に
は
告発

の
意
味
が
あ
っ
た
。Anonym

, M
ehr Noten als Text oder die 

Deuscheun
1

03 Zwey undNw
anzlger eines3

'1'11

e=
K,"
=:relm,"n Ordens 

z
i Besten der M

enschhel -
A

U
S

 einem

 packet:TOefundener I^plere 

zur öfrenthchrtn^chaueestellt durch einen ehr

-'ctlen wuchhan&er. 

(L2
pzÄ':
°eorg Joachim
 Göschen 1789).

(34
) 
こ
こ
で
名
前
の挙
が
つ
て
い
る
リ
ヒ
夕
—
は、
お
そ
ら
く
ヨー
ゼ
フ
.
リ
ヒ 

ター
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
リ
ヒ
ター
は
し
ば
し
ば
ヴー
ヒ
エ
ラー
か
ら
執
筆
を 

依頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
る
。

(35
) Leopold Alois Hoffm

ann, Aktenm
-ige Darstellunw

der Deutschs 

Union, und inrer verbm
dunw

m
it dem

 Illum
m

aten= Freim
aurer= und 

Rosenkreutzer" Orden: Ein nöthiger AnhanK
zu den höchst w

ichtigen 

Erinnerungen zur rechten zeit. (W
ien: cllnstof^pet^r 

Re
m̂,一 ?

10-.

(36
) M

e'ivos 
a
r̂e-S.30134

，
ま
た、
ホ
フ
マ
ン
の
『ド
イ
チ
ェ
.
ウ
ニ 

オ
ン
』
で
は
「ド
イ
チ
ェ.
ゥ
ニ
オ
ン
の
計画
」
と
い
ぅ
表
題
に
な
つ
て
い
る 

が、
文
書
の
中
身
自体
は変
わ
ら
な
い。Hoffm

ann,

多c~.s.2s—35-

(37
) 
そ
の
後
作
成
さ
れ
た
「ド
イ
チ
ヱ.
ゥ
ニ
オ
ン
の
暫
定
計画
」
と
い
ぅ
文
書 

で
は、
更
に
洗
練
さ
れ
た
形
で
目
的
と
方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
ょ 

れ
ば
' 
ド
イ
チ
ヱ.
ゥ
ニ
オ
ン
は
①
出
版
業
界
に
影
響
力
を
持
ち、
©教
養
新 

聞
に
ょ
っ
て
公
衆
へ
の
影
響
力
を
確
保
し、
③読
書
協会
を
あ
ら
ゆ
る
場
所
に 

設
置
す
る
こ
と
で読
者
へ
の
影
響
力
を
維
持
し
' 
④
手
紙
に
よ
る
通
信
で会
員 

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワー

クを強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と 

が
わ
か
る
。.M-
r
iv̂'
i-s re

-äs.82-90. HO
Äm

ann,^.c

a'.s.48-61.

(38
) 
ド
イ
チH .
ウ
ニ
オ
ン
で
は
メ
ン
バー
が
「老
人J Aserm

änner

、
「成
人
」

M
änner、

「青
年
」Jüngling

の
三
つ
の
階
層
に
分
け
ら
れ
て
お
り、
「老
人
」
と 

「成
人
」
か
ら
選挙
で
「首
都
大
司教

J M
esopoHte、

「司教
」Diöcesan、

「長 

老
」Vorsteher

と
呼
ば
れ
る
幹
部
が
選
ば
れ
る。
ヴー
ヒ
ヱ
ラー
が
就
い
て
い
た 

「司教
」
と
は
各
地
方
で
通
信
や
活
動
の
中
心
に
立
ち、様
々
な経
費
を
支払
、っ
た 

め
に、会
費
の
半
額
を
受
け
取
る権
利
を
も
っ
て
い
る
き
わ
め
て
重
要
な
ポ
ス
ト 

で
あ
っ
た。
ド
イ
チH .

ウ
ニ
オ
ン
の
身
分、
職
階
に
つ
い
て
はH

o
f ann,

令 

=
卜-IS21186

•を参
照
の
こ
と。

(39
) AVA Pergen Akten IX

 B5 H4, Verhörsprotokoll vom

 14. 8.1789.

(40
) 
ド
イ
チ
ヱ
.
ウ
ニ
オ
ン
の
構
成
メ
ン
バー
に関
し
て
は
以
下
の
文献
に
詳
細 

な
リ
ス
ト
が掲

載
さ
れ
て
い
る

。0egenhard Pott, Briefe angesehener 

Gelehrten, Staatsm
änner, und anderer, an den berühm

ten M
ärtyrer 

ICarl Fnedrichroahrdt seit selnem
Kinw

eggange von Lelpz

Ä'1769 tHS 

zu sdnw

 Gefangensdiaft 1789: net>st einigen Urkunden. (Leipzig: 

W
eygand,1798). S.3341360

■
『テ
キ
ス
ト
以
上
の覚
書J

や
ホ
フ
マ
ン
の 

『ド
イ
チ
エ.ウ
ニ
オ
ン
』
に
も
流
出
し
た
メ
ン
バー
リ
ス
ト
が掲
載
さ
れ
て 

い
る
が、
そ
れ
は
完
全
な
も
の
で
は
な
い。

(41
) AVA Pergen Akten IX

 B5 H4, Verhörsprotokoll vom

 20 .
•1789;

<0
3 

^
0
3 

Verhörsprotokoll v〇 m

 25.

•1789.

(42
) AVA Pergen Akten IX B5 H4, verhörsprotok-1 vom

 14. 8.1789.

(43
) AVA Pergen Akten IX 
B
â-verhörsprotoko-vom

 21 .
•1789.

ま 

た
' 
ヴ
—
ヒH

ラ
}
が
バー
ル
ト
に対
し
て
た
び
た
び
執
筆
依頼
し
て
い
る
こ 

と
も
彼
が
送
っ
た
手
紙
か
ら
判
明
し
て
い
る
。

(44
) 
ヴ
ァ
イ
マー

ル
が
自
分
の
印
刷
所
を
手
に
入
れ
る
ま
で
の経
緯
は
、Briefe 

über denwewenw^rtigen Zustand der Litte

3tur und des Buchhandels 

in Oesterreich, s.66176 .
•97—100.

を参
照
の
こ
と。

(45
) 
こ
の
ほ
か
に
も
ヴー

ヒ
エ
ラー
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主国
各
地
に
委
託
販 

売
契
約
を
し
て
い
る
書
店
が
存
在
し
た
。
例
え
ばf

賢
い
農
民、
あ
る
い
は
農 

民
と
農
夫
の
た
め
の
本
』
の広

告
を
『ヴ
イー
ナー
.
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
ク
』
に
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掲
載
し
た
際
に
委
託売
買
人
と
し
て
プ
ラ
ハ、
ブ
リ
ュ
ン、
プ
レ
ス
ブ
ル
ク、 

ペ
ス
ト、
グ
ラー
ツ、
ク
ラ
！
ゲ
ン
フ
ル
ト、
ラ
イ
バ
ッ
ハ、
ト
リ
エ
ス
テ
、 

リ
ン
ツ
、
レ
ン
べ
ル
ク
'
ト
ロ
ッ
パ
ウ
の
書
店
を挙

げ
て
い
る
o
äs'
i', 

Ne~s
肩

Nr. 56,1785.-1656.

更
に
『一
七
八
七
年
度
才
—
ス
ト
リ
ア
の寛
 

容
の
使
者
』
の広
告
で
は
卜
：記
の
都
市
以
外
に、
ブ
ド
ヴ
ァ
イ
ス、
フ
ュ
ン
フ 

キ
ル
ヒ
エ
ン、
ギ
ユ
ン
ス、
ヘ
ル
マ
ン
シ
ュ
夕
ッ
ト、
ク
レ
ム
ス、
ク
レ
ム 

ジー
ル、
レ
オー
ベ
ン、
ニ
コ
ラ
ス
ブ
ル
ク、
エー
デ
ン
ブ
ル
ク、
才丨
フ
エ 

ン 

へストラ

f
フ、
シ
ュ
タ
イ
アー
、
シ
ュ
ト
ウ
.--

ル
ヴ
ア
イ
セ
ン
ブ
ル 

ク
テ
ッ
シ
エ
ン
、
ツ
ナ
イ
ム
の
名
前
が挙
が
つ
て
い
る
。

,̂5!
奈
',
5̂:
?3̂ 

Nr. 80，一 786. S.241
■

(46
) 
多
く
の研
究
者
に
ょ
っ
て
ド
イ
ッ
語圏
で
出
版
業
に
南
北
格
差
の
存
在
が
指 

摘
さ
れ
て
い
る
。
十
八
世
紀
前
半
ま
で
出
版
業
者
間
で
は
書
物
の
交
換
取
引
が 

優
勢
で
あ
っ
た。
し
か
し、
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
の
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
貨
幣
取 

引
を
導
入
し
て
い
っ
た
た
め
に、
南
北
の
間
で
取
引
形
態
の
差
異
も
生
じ
る
こ 

と
に
な
っ
た。
南
部
の
業
者
は
自
分
た
ち
に
と
っ
て
不
利
な
貨
幣
取
引
に対
抗 

す
る
た
め
に、
海
賊
版
出
版
を
頻
繁
に
行
っ
た
ょ
ぅ
で
あ
る
。

(47
) AVA Pergen Akten IX B5 H4, Verh0rsprotokoll vom

 2
2.

8.一 789

■ま

た、
こ
こ
に
登
場
す
る
ヴ
ア
ッ
プ
ラー

と
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン.
フ
リー
ド 

リ
ヒ.
ヴ
ァ
ッ
プ
ラ}
の
こ
と
で
あ
り
、彼
は
一
七
八
一
年
に
ウ
ィー
ン
に
印 

用
所
を
開
き
一
七
八
四
年
力
ら
は
『フ
リー

メ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
ジ
ャー
ナ 

ルJ

を
出
版
す
る
な
ど、
ウ
ィー
ン
で
活
躍
し
た
印
刷
業
者
の
一
人
で
あ
る
。

(48
) AVA Pergen Akten IX B5 H6, untshänigster Berichte vom
 24. 9. 

1789.

(49
) AVA Pergen Akten IX

 
B5ffi
5, Pro M

em
oria vom

 20. 9.1789.

(50
) 
た
と
え
ば、
ヴー

ヒH

ラー

が
出
版
し
た
『セー
ケ
イ
近
衛
連
隊
中
佐
の
犯 

罪
と
刑
罰
に関
す
る
率
直
な
コ
メ
ン
トj

は
二
日
で
三
版
ま
で
重
版
さ
れ
て
い 

る。PinQnym
, W

iderlegung derfreym
üthigen Bem

erkungen und Strafe 

賢
与̂
^
"
00-、"
^̂
?。"
^̂

""
。.
-1786

)
 

S.15.
(

51)

 M
ichael W

inter,

#
--s
.75.

(52
)
十
八
世
紀
末
ウ
イー
ン
の
啓
蒙
知
識
人
の性
質
に
つ
い
て
は
、
前掲
拙
稿
以 

外
に
、
あ
わ
せ
て
以
下
の
文献

を参
考
さ
れ
た
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D ie  Verlagsku ltur in  der zweiten H ä lfte  des 18.
Jahrhunderts in  Wien.

E in  Analyse anhand des Be isp ie ls  der A k t iv itä ten  
Georg P h ilip p  Wucherers.

UEMURA Toshiro

In  der vorliegenden Arbeit wird die Verlagsaktivität des Groß- und Buchhändlers, 
Georg Ph ilipp  Wucherer, der im Ju li 1789 wegen des Verkaufs eines verbotenen 
Buchs verhaftet wurde, analysiert. Um die Wiener Verlagskultur im  späten 18, 
Jahrhundert zu charakterisieren, werden Pergen Akten herangezogen, welche v ie le  
Polizeiberichte enthalten. Zuerst w ird die Pressepolitik von Joseph II.  betrachtet, 
durch die in  der Habsburger Monarchie die erweiterte Pressefreiheit rasch 
verw irklicht wurde. Dann erfolgt eine Auseinandersetzung m it dem allgemeinen 
Verlagwesen anhand von statistischem M a te r ia l,z . B. eines Adressbuchs, eines 
Buchkatalogs, und eines Führers über Wien. Diese Dokumente zeigen die 
Entwicklung des Buchhandels im Allgemeinen und die Wichtigkeit der Broschüren, 
welche b illig e r und einfacher zu produzieren waren als andere Verlagswerke, für die 
neuen Buchdrucker und Buchhändler im Speziellen. Anschließend werden „ Pergen 
Akte“ analysiert.

Georg Ph ilipp  Wucherer wurde 1734 geboren, und begann 1783，nachdem er in  
verschiedenen Gewerben beschäftigt gewesen war, eine Buchhandlung in  Wien 
zuerst als die Großhändler, später als Buchhändler. E r  gehörte zu e iner 
Geheimgesellschaft an，der Deutsche Union, die auf radikale Aufklärung abzielte. 
Als er arretiert wurde, wurden einige Briefe betreffs der Deutschen Union und 27 
verbotene Bücher in  seinem Geschäft sowie seiner Wohnung gefunden. Während 
die Revolution in  Frankreich stattfand, war die Polizei gegenüber den M itgliedern 
der Geheimbünde wie die Deutsche Union vorsichtiger war und ausübte auf 
radikales Verlagwerk, die Fürsten kritis ierten, einen Druck. Dementsprechend 
wurde Wucherer von der Polizei als staatsgeföhrlich eingestuft. Nach Meiner 
Analyse der Verlagsaktivität von Wucherer führe ich drei Charakteristika an: die 
geringe Auflage von 500 Exemplaren, das internationale Netzwerk und die 
Unterschätzung der Zensur.

Seine Veröffentlichung aufgeklärter Bücher brachte ihm Ruhm und Geld ein. E r 
kritis ierte zwar den Absolutismus in  seinem Verlagwerk, war aber auch rationeller 
Verleger, der auf Grund des Bedarfs der Zeit m it einem guten Absatz der radikalen 
Bücher rechnen konnte. In dieser Zeit sah man keinen Widerspruch zwischen 
Aufklärung und Gewinnstreben. Wucherer wünschte vermutlich m it seinem 
Verlagwerk den Dienst am Gemeinwohl, er h ie lt aber als Unternehmer auch 
w irklichen Gewinn für wichtig. E r strebte einerseits nach sozialem Erfolg, 
andererseits hoffte er auf die Verwirklichung der Aufklärung. Sein Verhalten war 
typisch für das der Wiener Aufklärer dieser Zeit.

— 56 —


